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城
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四
」
で
あ
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承
館
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蔵
の
史
料
の
う
ち
二
冊
を
収
め
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さ
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ざ
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、
史
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の
性
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し
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古
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補
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損
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史
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る
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史
資
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に
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み
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原
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収
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し
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な
が
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人
権
の
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に
鑑
み
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文
の
ま
ま
収
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る
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な
部
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一
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の
地
名
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個
人
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に
限
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そ
の
標
記
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省
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し
、
字
数
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っ
て
□
を
挿
入
し
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本
史
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集
の
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耕
・
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訂
は
、
都
城
島
津
邸
学
芸
員
が
行
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、
そ
の
校
閲

を
都
城
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口
泉
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長
に
お
願
い
し
た
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発
刊
に
あ
た
っ
て 

 

平
成
十
六
年
十
月
、
都
城
島
津
家
に
伝
来
し
た
史
料
群
が
一
括
し
て

都
城
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
七

日
に
は
博
物
館
施
設
「
都
城
島
津
邸
」
が
開
館
し
、
そ
の
敷
地
内
に
史

料
を
保
存
・
展
示
す
る
施
設
で
あ
る
「
都
城
島
津
伝
承
館
」
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。 

都
城
島
津
家
伝
来
の
史
料
群
に
つ
い
て
は
、
市
へ
の
寄
贈
後
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま
で
、
史
料
調
査
事
業
を
行
い
、
詳
細
な

目
録
を
発
刊
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
都
城
島
津
伝
承
館
完
成
後
は
同
館

に
お
い
て
、
そ
の
史
料
の
展
示
・
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
同
史
料
を
都
城
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て

活
用
し
、
か
つ
歴
史
的
・
学
術
的
な
価
値
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
広
く
史
料
の
内
容
を
公
開
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
史
料
公
開
の
一
環
と
し
て
、
平
成
二
十
三
年
度

か
ら
都
城
島
津
伝
承
館
が
保
管
す
る
史
料
に
つ
い
て
、
翻
刻
し
刊
行
す

る
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 

都
城
島
津
家
に
関
す
る
史
料
集
を
刊
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
や

研
究
者
に
よ
る
史
料
の
活
用
を
促
進
し
、
都
城
地
域
の
歴
史
研
究
が
さ

ら
に
深
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
城
に

関
す
る
史
料
の
価
値
や
そ
の
意
義
が
広
く
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば

幸
い
で
す
。 

発
行
す
る
史
料
集
は
、
史
料
の
中
か
ら
特
に
こ
れ
ま
で
活
字
と
し
て

刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
か
つ
重
要
と
思
わ
れ
る
史
料
中
か
ら
「
都
城
島

津
家
役
所
日
記
」
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
公
開
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
領
主
家
の
政
治
的
動
向
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
と
考
え
ま
す
。 

今
回
は
そ
の
う
ち
幕
末
安
政
期
の
日
記
二
冊
を
翻
刻
・
刊
行
し
ま
す
。 

な
お
、
昨
年
度
刊
行
分
か
ら
紙
媒
体
で
は
な
く
、
都
城
島
津
邸
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
し
て
、
ウ
ェ
ブ
公
開
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
多
く
の
皆
様
に
活
用
い
た
だ
き
、
都
城

の
歴
史
研
究
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
七
年
三
月 

都
城
島
津
邸 
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1
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(

表
紙
） 

安
政
六 

 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 

紳 

   

 

食
物 

梨
貯
様 

一
梨
ノ
毛
頭
無
玼
ナ
ル
を
え
ら
ひ
、
箱
の
中
ニ
入
れ
、
籾
か
ら
を
つ
め

置
、
風
の
入
ら
ざ
る
や
う
に
し
て
置
、
躰ユ

カ

ノ
下
ノ
様
ナ
ル
所
ノ
、
風

の
あ
た
ら
ざ
る
所
へ
直
さ
ず
置
也 

 
 

但
、
二
十
日
越
計
ニ
改
見
る
べ
し
、
如
シ
い
た
ミ
あ
ら
ハ
去
ル
出

ス
べ
し
、
一
ツ
く
さ
れ
入
れ
ハ
、
外
ノ
な
し
も
い
た
む
物
也 

右
、
安
政
五
年
午
九
月 

一
無
玼
を
え
ら
ひ
、
油
ノ
中
江
入
置
也
、
但
、
少
シ
ハ
油
通
候
ど
も
、 

其
処
を
去
り
て
吉 

 

右
唐
兵
道
者
和
田
仁
十
郎
伝 

 

「
試
ル
ミ
正
月
ノ
比
迄
ハ
十
百
ノ
渡
ニ
改
方
一
首
尾
候
」 

 
 
 

梅
花
貯
様 

一
琉
球
ヅ
ほ
ニ
梅
木
を
深
サ
五
六
寸
計
な
る
程
入
、
梅
花
の
枝
を
さ
し
、

或
ハ
枝
を
さ
か
さ
ま
ニ
つ
り
、
つ
ほ
の
口
を
固
く
封
し
置
ハ
、
来
春

花
ノ
時
節
迄
ハ
吉
と
、
松
原
ニ
而
喜
悦
咄
、
安
六
正
月
廿
七
日 

  
 
 

柿
梨
子
貯
様 

一
柿
梨
子
シ
ブ
ノ
中
へ
入
、
堅
封
し
置
ケ
ハ
、
吉
物
と
二
三
咄
、
試
ル

ニ
、
シ
ブ
気
中
へ
通
り
て
匂
ヒ
有
ニ
、
梨
子
ハ
其
客
宜
と
い
へ
ど
も

不
食 

 

柿
ハ
少
シ
ヤ
ハ
ラ
カ
ニ
ナ
リ
テ
是
も
不
食 

 

右
正
月
開
見
ル
ニ
、
如
斯
候
得
ハ
此
仕
様
取
止
候
事 

 

〇
西
瓜
・
瓜
・
梅
・
柿
・
柑
類
貯
様 

一
籾
ぬ
か 

一
そ
ま
ノ
か
す 

一
そ
ま
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
、
灰
ニ
焼 

 

右
三
品
、
当
分
ニ
あ
わ
せ
一
ツ
ツ
ヽ
付
か
さ
る
様
ニ
し
て
囲
也 

 
 

〇
梨
子
貯
様 

（ 

朱
書 

） 

（
壺
） 

安
政
六 
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一
な
し
ハ
一
ツ
ヽ
あ
ふ
ら
か
ミ
ニ
て
つ
ゝ
ミ
、
す
り
ぬ
か
に
て
囲
也 

 

〇
茄
ひ
貯
様 

一
秋
茄
ひ
の
皮
の
厚
ヲ
取
り
、
酒
の
か
す
に
籾
ぬ
か
を
合
セ
、
日
に
ほ

し
、
粉
に
し
て
一
ツ
ヽ
囲
也 

 
 

但
、
夏
茄
ハ
皮
薄
く
囲
様
と
な
ら
す 

 

右
、
安
政
六
五
月 

 
 
 
 
 
 

宮
田 
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や
ニ
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さ
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を
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す
る
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鳥
や
を
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ニ
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し
、
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の
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な
る
を
取
り
、
ぬ
る
き
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而
足
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ぬ
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て
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や
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し
む
る
也
、
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れ
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右
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右
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処
、
ミ
そ
漬
段
々

出
か
成
も
宜
敷
、
新
古
と
相
見
得
候
ニ
付
尋
候
処
、
古
き
の
ハ
百
年

位
の
品
と
申
ニ
付
、
ミ
そ
の
仕
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右
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薬
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岩
興
■
■
な
ん
ノ
木 
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脇
ノ
七
手
下
ノ
土 

  
 
 

岩
興
権
現
ノ
後
十
文
字
道
バ
タ
西
北
ノ 

 
 
 

角
ノ
畑
ノ
下
ノ
土 

 

安
六
右
六
月
取
方 

一
へ 

小
杉
原 

 

「
此
土
一
種
ニ
而
ハ
不
出
来
、
へ
印
土
茶
は
ん
一
ツ
、
に
印
土
茶
わ
ん
二
ツ

交
セ
土
出
来
也
」 

一
と
■ 

□
□
穢
多
村
土 

 

「
右
■
へ
印
土
外
も
一
種
ニ
而
作
候
へ
ハ
、
底
ひ
は
れ
成
、
不
宜
様
相
成
候

由
、
九
月
十
二
日
海
老
原
申
出
」 

 

 
(

一
丁
空
白) 

  
 

上
掛
薬
試 

一
い 
 

上
薬
石 

一
同 

〇 

焼 

一
ろ 

寺
柱
鹿
倉
岩 

一
同 

〇 

一
は 

大
赦
石 

一
同 

〇 

一
に 

池
之
坊
桃
色
砂 

一
ほ 

児
玉
大
明
神
窟
之
砂 

一
へ 

虎
山
軒
頭
ラ
河
原
者 

一
同 

〇 

一
と 

宝
屋
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内
黄
浮
石 

 

「
無
朱
引
ハ
見
な
る
候
由
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「
右
安
政
六
四
月
海
老
原
方
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試
相
成
候
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一
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小
杉
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一
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志
比
田
土 

 
 

「
此
土
地
土
試
候
処
、
不
用
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上
薬
ニ
試
也
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一
ぬ 
や
ね
谷
土 

 

「
此
土
ろ
印
ニ
而
地
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試
候
処
、
相
不
出
来
上
薬
ニ
■
■
■
付
置
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一
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宝
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内 
黄
浮
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志
比
田
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半
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合
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（
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合
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ぎ
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点
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点
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朱
書
） 

（
朱
書
） 

致
、
ぬ
の
印 

 - 9 - 

 

「
此
土
同
断
ニ
付
、
る
の
印
付
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鹿
ほ
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ど
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右
、
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丁
空
白
） 

 

盃
の
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の
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の
満
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れ
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も
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な
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ら
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の
中
ま
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月
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か
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や
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も
無
き
夜
の
し
る
し
也
け
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我
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に
け
ふ
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初
む
梅
の
は
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ち
ら
ん
か
き
り
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き
か
な 

「
い
く
よ
の
春
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に
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ら
ん
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の
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し
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れ
ハ 

 

は
や
く
も
ね
こ
の
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や
く
る
ら
ん 

 
 

大
寒
の
夜
、
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よ
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暖
な
り
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れ
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「
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五
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寒
之
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、
暖
を
取
り
け
れ
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「
〇
」
家
貧
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と
を
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て
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か
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も
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「
夜
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か
す
み
に
そ
し
て
酌
そ
嘻
き 

三
月
、
霧
山
温
泉
■
ニ
遊
て 

「
〇
」
高
千
穂
の
深
山
か
く
れ
の
さ
く
ら
花 

 
 

い
ま
こ
そ
は
な
の
さ
か
り
な
り
け
■ 

「
〇
」
大
空
の
月
ハ
雲
間
ニ
残
け
ん 

 
 
 

し
ら
へ
初
た
ほ
と
ゝ
き
す
か
な 

 

（
一
丁
空
白
） 

  
 

三
月
三 

一
晴
時
々
西
風
、
朝
曇
り
、
雨
無
時
々
晴 

 
 
 

五
日 

一
曇
り
南
風 

 
 
 

六
日 

 
 
 
 

一
雨 

 
 
 
 
 

一
■
夜
曇
り
晴
風
西 

 
 
 

七
日 

一
南
風
時
々
雨
、
雷
鳴
有
、
夜
霧
洲
大
雪 

 
 
 

八
日 

一
晴
、
西
風
ツ
よ
し 

 
 
 

九
日 

一
晴
天 

 
 
 
 
 
 

一
十
日
天
気
晴 

一
十
一
日
、
曇
り
紐
冲
雨 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 

三
月
三 

一
晴
明
、
西
風
、
朝
曇
り
、
雨
無
時
々
晴 

 
 
 

五
日 

一
曇
り
、
南
風 

 
 
 

六
日 

一
雨 

 
 
 
 
 

一
前
夜
曇
り
、
清
風
西
、
日
ナ
シ 

 
 
 

七
日 

一
南
風
、
時
々
雨
、
雷
鳴
有
、
夜
霧
洲
大
雪 

 
 
 

八
日 

一
晴
、
西
風
ツ
よ
し 

 
 
 

九
日 

（
朱
書
） 

(

朱
書))

「
な
の
り
」 

（
朱
書
） 

〻
〻
〻 

 
〻 

(

朱
書))

「
れ
」 

(

朱
書))

「
や
」 

〻 「
へ
」 

（
朱
書
） 

「
か
げ
て
」 

（
朱
書
） 

七
ツ 

七
ツ 
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一
晴
天 

 
 
 
 
 

一
十
日
天
気
晴 

一
十
一
日
、
曇
ノ
冲
雨 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 

寛
政
五 

十
二
月
ヨ
リ 

 
 
 

時
ノ
数
ノ
占
覚 

 
 
 
 

獣 

  

地
火
明
夷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

地
雷
復 

断
ニ
云
、
地
ハ
大
ニ
シ
テ
、
火
ハ
見
事
ナ
ル
■
モ
様
有
、
明
夷
ノ
夷
ニ

テ
、
日
本
ノ
獣
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ズ
、
変
卦
ヲ
以
テ
考
ル
ニ
、
雷
ハ
猛
獣
ナ

リ
、
復
ハ
カ
エ
ル
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
ト
ラ
ハ
千
里
遊
ニ
テ
、
千
里
カ
ケ
カ

ヘ
ル
ト
云
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
此
獣
ト
ラ
ナ
ル
ベ
シ
、
果
シ
テ
然
リ 

  

（
半
丁
空
白
） 

 

 
 
 

鳥 

地
雷
復 

 

地
火
明
夷 

断
ニ
云
、
地
ハ
大
ニ
シ
テ
、
雷
ハ
猛
鳥
ナ
リ
、
復
ハ
カ
ヘ
ル
ナ
レ
ハ
、

此
ハ
渡
鳥
ナ
ル
ベ
シ
、
卦
ノ
象
ヲ
以
テ
見
る
ニ
五
メ
メ
ノ
陰
卦
ヲ
ク
ビ

ノ
長
キ
ト
リ
ト
シ
テ
、
下
ノ
一
陽
ヲ
短
足
ト
見
、
又
定
部
■
ニ
立
テ
ヲ

ル
鳥
ト
見
テ
、
変
卦
ノ
火
ハ
見
事
ナ
ル
事
、
ア
ル
鳥
夷
ニ
テ
見
レ
ハ
、

日
本
ニ
居
ル
鳥
ニ
テ
ハ
非
ス
、
厂
ハ
能
節
ヲ
知
テ
来
去
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ

ハ
、
此
鳥
厂
ナ
ル
ヘ
シ
、
果
シ
テ
然
リ 

地
澤
臨

 

地
雷
復 

断
ニ
云
、
地
ハ
大
ニ
シ
テ
、
澤
ハ
水
鳥
ナ
ル
ベ
シ
、
卦
ノ
家
ヲ
以
テ
見

ル
ニ
、
四
メ
メ
陰
ヲ
以
、
ク
ビ
ノ
長
キ
ト
リ
、
足
ノ
短
キ
ト
リ
、
サ
レ

バ
此
ト
リ
ハ
鳩
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
、
コ
レ
鳧
ナ
リ
、
此
占
時
ノ
数
ニ
テ
イ

タ
ス
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
空
ニ
土
風
致
、
復
ノ
字
迄
ハ
考
ツ
カ
ス
、
ノ
コ
リ

多
ク
存
ス 

   
 

花
木
幷
樹 

明明    

夷夷      

之之    

復復  

変変  

変変  

変変  
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一
晴
天 

 
 
 
 
 

一
十
日
天
気
晴 

一
十
一
日
、
曇
ノ
冲
雨 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 

寛
政
五 

十
二
月
ヨ
リ 

 
 
 

時
ノ
数
ノ
占
覚 

 
 
 
 

獣 

  

地
火
明
夷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

地
雷
復 

断
ニ
云
、
地
ハ
大
ニ
シ
テ
、
火
ハ
見
事
ナ
ル
■
モ
様
有
、
明
夷
ノ
夷
ニ

テ
、
日
本
ノ
獣
ニ
テ
ハ
ア
ラ
ズ
、
変
卦
ヲ
以
テ
考
ル
ニ
、
雷
ハ
猛
獣
ナ

リ
、
復
ハ
カ
エ
ル
ナ
リ
、
サ
レ
ハ
ト
ラ
ハ
千
里
遊
ニ
テ
、
千
里
カ
ケ
カ

ヘ
ル
ト
云
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
此
獣
ト
ラ
ナ
ル
ベ
シ
、
果
シ
テ
然
リ 

  

（
半
丁
空
白
） 

 

 
 
 

鳥 

地
雷
復 

 

地
火
明
夷 

断
ニ
云
、
地
ハ
大
ニ
シ
テ
、
雷
ハ
猛
鳥
ナ
リ
、
復
ハ
カ
ヘ
ル
ナ
レ
ハ
、

此
ハ
渡
鳥
ナ
ル
ベ
シ
、
卦
ノ
象
ヲ
以
テ
見
る
ニ
五
メ
メ
ノ
陰
卦
ヲ
ク
ビ

ノ
長
キ
ト
リ
ト
シ
テ
、
下
ノ
一
陽
ヲ
短
足
ト
見
、
又
定
部
■
ニ
立
テ
ヲ

ル
鳥
ト
見
テ
、
変
卦
ノ
火
ハ
見
事
ナ
ル
事
、
ア
ル
鳥
夷
ニ
テ
見
レ
ハ
、

日
本
ニ
居
ル
鳥
ニ
テ
ハ
非
ス
、
厂
ハ
能
節
ヲ
知
テ
来
去
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ

ハ
、
此
鳥
厂
ナ
ル
ヘ
シ
、
果
シ
テ
然
リ 

地
澤
臨

 

地
雷
復 

断
ニ
云
、
地
ハ
大
ニ
シ
テ
、
澤
ハ
水
鳥
ナ
ル
ベ
シ
、
卦
ノ
家
ヲ
以
テ
見

ル
ニ
、
四
メ
メ
陰
ヲ
以
、
ク
ビ
ノ
長
キ
ト
リ
、
足
ノ
短
キ
ト
リ
、
サ
レ

バ
此
ト
リ
ハ
鳩
ナ
ル
ヘ
シ
ト
云
、
コ
レ
鳧
ナ
リ
、
此
占
時
ノ
数
ニ
テ
イ

タ
ス
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
空
ニ
土
風
致
、
復
ノ
字
迄
ハ
考
ツ
カ
ス
、
ノ
コ
リ

多
ク
存
ス 

   
 

花
木
幷
樹 

明明    

夷夷      

之之    

復復  

変変  

変変  

変変  
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澤
雷
隆 

 

水
電
屯 

断
ニ
云
、
澤
水
ハ
過
半
梅
也
、
又
白
色
、
雷
ハ
大
ナ
ル
カ
タ
キ
木
也
、

変
卦
ノ
水
ハ
赤
色
ナ
リ
、
象
ハ
五
蕊
ノ
モ
ノ
、
是
ハ
梅
ナ
ル
ヘ
シ
、
果

シ
テ
然
リ 

火
風
鼎 

変 
 

天
風
姤 

断
ニ
云
、
火
ハ
見
事
ナ
ル
花
、
離
ハ
赤
象
ヲ
以
テ
見
レ
ハ
蕊
ノ
大
な
る

モ
ノ
、
中
ノ
三
湯
ヲ
以
て
見
れ
ハ
、
固
キ
木
な
り
、
離
変
シ
テ
乾
ト
ナ

ル
ト
キ
ハ
、
花
落
て
カ
ラ
丸
キ
固
キ
実
ノ
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
、
コ
レ
ツ
バ

キ
ナ
ラ
ン
、
果
シ
テ
然
リ 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 
 

花
草
幷
草 

地
天
泰  

初
メ
メ
変 

 

■
風
姤 

断
ニ
云
、
地
ハ
黄
ト
ス
、
大
ナ
ル
ト
ス
、
天
ハ
徤
ト
ス
、
固
ト
ス
、
花

ノ
大
ク
黄
色
ニ
シ
テ
、
卦
ノ
象
ヲ
見
レ
バ
蕊
ノ
多
キ
モ
ノ
ナ
リ
、
乾
ハ

能
立
ノ
ビ
テ
、
固
キ
カ
ラ
ノ
モ
ノ
日
車
ノ
花
ト
モ
見
ユ
レ
ド
モ
、
初
メ

メ
変
ナ
レ
バ
、
年
々
旧
根
ヨ
リ
生
ス
ル
モ
ノ
ト
見
て
菊
と
云
、
果
シ
テ

シ
カ
リ 

雷
風
恒 

 

五
メ
メ
変 

 

澤
風
大
過 

断
ニ
云
、
雷
ハ
大
ナ
ル
モ
ノ
、
又
動
モ
ノ
卦
ノ
象
ヲ
見
レ
バ
、
上
ハ
タ

ガ
リ
ノ
モ
ノ
、
巽
ハ
風
ニ
シ
テ
、
風
背
て
能
動
モ
ノ
変
卦
ニ
テ
見
れ

ハ
、
カ
ラ
立
ノ
延
タ
ル
モ
ノ
芭
蕉
ト
云
、
果
然
リ 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 
 

器
物 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 
 

鳴
虫
幷
虫 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 
 

魚 

天 

 - 13 - 

火
水
未
済 

 

六
メ
メ
変 

 

雷
水
解 

断
ニ
云
、
火
ハ
見
事
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
此
断
中
々
六
ヶ
敷
、
象
ヲ

以
見
る
ニ
、
大
小
大
小
ト
有
ル
象
ア
リ
、
変
卦
ノ
雷
ハ
猛
魚
ナ
リ
、
口

ノ
大
ナ
ル
象
ニ
シ
テ
、
水
解
ヲ
ト
リ
、
未
済
ノ
カ
タ
チ
ヲ
ト
リ
テ
、
此

魚
、
鯨
ナ
ル
ベ
シ
、
果
シ
テ
然
リ 

山
雷
頣 

 

変
卦
不
覚 

断
ニ
云
、
山
ハ
止
ル
ナ
リ
、
雷
ハ
猛
魚
常
ニ
静
ニ
居
テ
時
有
て
ハ
、
猛

ナ
ル
ニ
ト
有
、
此
卦
の
象
を
以
見
る
ニ
、
頭
尾
ノ
固
キ
魚
ニ
シ
テ
下
ノ

雷
ニ
テ
見
レ
ハ
、
ハ
ジ
キ
ノ
ツ
ヨ
キ
魚
ナ
リ
、
鱗
ノ
能
ソ
ロ
イ
タ
ル
魚
、

又
四
五
メ
メ
ノ
間
変
シ
ケ
レ
ハ
、
躍
テ
水
上
ニ
出
ル
象
ト
見
て
鯉
也
ト

云
、
果
シ
テ
然
リ 

  

（
六
丁
空
白
） 

 

一
防
風
ハ
一
年
、
生
薬
ナ
ク
有
之
由
、
薬
店
抔
ハ
二
三
年
之
大
な
る
を

貴
フ
由 

一
キ
ナ
ノ
■
ハ
ト
ヂ
ノ
木
之
由
、
玄
岱
咄 

一
栩
皮
の
事
、
キ
ナ
ノ
亜
薬
ノ
由
、
試
ノ
事 

一
鹿
珠
黒
木
ゟ
御
貰
之
事 

一
小
菊
紙
十
束
位
、
能
時
節
ス
キ
方
の
事 

     

一
柿
ハ
蟹
ト
同
シ
ク
食
フ
ナ
カ
レ
、
右
花
鏡
ニ
見
ル 

一
芭
蕉
ノ
切
口
ヲ
ク
ボ
メ
、
其
汁
ニ
而
紙
ヲ
合
セ
テ
書
物
ノ
表
紙
ニ
ス

ル
由
、
琉
人
ゟ
唯
吉
聞キ

出
ス
、
安
政
五
九
月 

一
榼
藤
モ
タ
マ
一
名
象
豆 

一
浣
草
■
天
門
冬 

一
蕑
子
ム
ベ 

 

一
虎
耳
草
ハ
小
児
耳
病
ヲ
取
汁
滴
入
、
即
愈
、
右
花
鎖
ニ
見
る 

一
野
薔
薇
花
患
扈
春
烹
飲
即
愈
同
前 

一
鴛
鴦
藤
、
一
名
忍
冬
又
金
銀
花 

一
鳳
仙
子
、
俗
名
急
性
子
、
庖
人
煮
開
物
著
二
三
粒
即
燗
古
花
鏡 

一
牛
膝
イ
ノ
コ
■
ヅ
チ
コ
サ
シ
也 

亜
薬 

俗
云
ハ
ガ
タ 
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火
水
未
済 

 

六
メ
メ
変 

 

雷
水
解 

断
ニ
云
、
火
ハ
見
事
ナ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
、
此
断
中
々
六
ヶ
敷
、
象
ヲ

以
見
る
ニ
、
大
小
大
小
ト
有
ル
象
ア
リ
、
変
卦
ノ
雷
ハ
猛
魚
ナ
リ
、
口

ノ
大
ナ
ル
象
ニ
シ
テ
、
水
解
ヲ
ト
リ
、
未
済
ノ
カ
タ
チ
ヲ
ト
リ
テ
、
此

魚
、
鯨
ナ
ル
ベ
シ
、
果
シ
テ
然
リ 

山
雷
頣 

 

変
卦
不
覚 

断
ニ
云
、
山
ハ
止
ル
ナ
リ
、
雷
ハ
猛
魚
常
ニ
静
ニ
居
テ
時
有
て
ハ
、
猛

ナ
ル
ニ
ト
有
、
此
卦
の
象
を
以
見
る
ニ
、
頭
尾
ノ
固
キ
魚
ニ
シ
テ
下
ノ

雷
ニ
テ
見
レ
ハ
、
ハ
ジ
キ
ノ
ツ
ヨ
キ
魚
ナ
リ
、
鱗
ノ
能
ソ
ロ
イ
タ
ル
魚
、

又
四
五
メ
メ
ノ
間
変
シ
ケ
レ
ハ
、
躍
テ
水
上
ニ
出
ル
象
ト
見
て
鯉
也
ト

云
、
果
シ
テ
然
リ 

  

（
六
丁
空
白
） 

 

一
防
風
ハ
一
年
、
生
薬
ナ
ク
有
之
由
、
薬
店
抔
ハ
二
三
年
之
大
な
る
を

貴
フ
由 

一
キ
ナ
ノ
■
ハ
ト
ヂ
ノ
木
之
由
、
玄
岱
咄 

一
栩
皮
の
事
、
キ
ナ
ノ
亜
薬
ノ
由
、
試
ノ
事 

一
鹿
珠
黒
木
ゟ
御
貰
之
事 

一
小
菊
紙
十
束
位
、
能
時
節
ス
キ
方
の
事 

     

一
柿
ハ
蟹
ト
同
シ
ク
食
フ
ナ
カ
レ
、
右
花
鏡
ニ
見
ル 

一
芭
蕉
ノ
切
口
ヲ
ク
ボ
メ
、
其
汁
ニ
而
紙
ヲ
合
セ
テ
書
物
ノ
表
紙
ニ
ス

ル
由
、
琉
人
ゟ
唯
吉
聞キ

出
ス
、
安
政
五
九
月 

一
榼
藤
モ
タ
マ
一
名
象
豆 

一
浣
草
■
天
門
冬 

一
蕑
子
ム
ベ 

 

一
虎
耳
草
ハ
小
児
耳
病
ヲ
取
汁
滴
入
、
即
愈
、
右
花
鎖
ニ
見
る 

一
野
薔
薇
花
患
扈
春
烹
飲
即
愈
同
前 

一
鴛
鴦
藤
、
一
名
忍
冬
又
金
銀
花 

一
鳳
仙
子
、
俗
名
急
性
子
、
庖
人
煮
開
物
著
二
三
粒
即
燗
古
花
鏡 

一
牛
膝
イ
ノ
コ
■
ヅ
チ
コ
サ
シ
也 

亜
薬 

俗
云
ハ
ガ
タ 
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覚 
一
直
や
桜
十
本
位 

 

一
江
戸
し
ぼ
り
二
本 

一
本
田
桜
一
本
、
但
、
川
上
氏
江
頼
ミ
置 

一
野
辺
山
茶
花
一
本 

 

一
日
置
山
茶
花
一
本 

一
浣
香
ノ
入
タ
ル
薬
ハ
通
ジ
無
之
節
ハ
、
シ
ヲ
を
二
分
位
入
テ
用
レ

バ
、
三
黄
丸
を
二
包
位
用
候
よ
り
も
能
聞
と
喜
悦
咄 

一
牡
丹
上
厚 

 

一
孟
宗
竹 

一
帖
佐
抔
大
根
ヲ
作
ル
ニ
ハ
、
夏
ノ
時
分
さ
ゝ
げ
を
多
く
作
リ
置
キ
、

秋
の
時
分
大
根
ヲ
ま
く
時
、
其
さ
ゝ
げ
を
畦
の
下
ニ
う
つ
め
置
、
其

上
江
大
根
を
ま
く
と
玄
達
咄 

 

但
、
さ
ゝ
げ
ハ
大
根
を
蒔
比
、
花
の
出
ル
様
致
ス
由
、
さ
ゝ
げ
の
手

ハ
立
ス
シ
テ
其
訳
植
ル
よ
し
、
コ
レ
帖
佐
抔
の
作
様
ノ
由 

一
小
児
口
辺
ニ
水
カ
サ
ノ
出
来
タ
ル
ニ
ハ
、
正
月
十
四
日
用
ル
川
柳
ノ

木
を
ア
ブ
リ
、
其
油
を
ツ
ク
レ
ハ
、
二
三
度
ニ
シ
方
ヨ
キ
物
ト
玄
達

咄
也 

 
 

覚 

一
拝
歳
蘭
一
体 

一 
 

心
蘭
一
体 

 

右
伊
知
々
直
次
郎
殿
方
江
預
ケ
置
、
十
月
十
九
日 

一
□
□
柿
福
山
ゟ
参
ル
、
大
物
重
サ
百
目 

 

□
安
政
五
十
月
廿
五
日 

一
天
門
冬
蓋
物
江
漬
置 

 

右
漬
様
、
両
日
夜
シ
ヲ
ニ
付
、
石
ヲ
ヲ
シ
洗
去
リ
、
砂
糖
ニ
ツ
ケ
置 

 

右
十
月
廿
七
日
鹿
児
嶋 

一
珍
珠
菜

ト

ラ

ノ

ヲ 
 

一
蔦
蘿

ル
カ
ウ
サ
ウ
丁
セ
ン
ア
サ
ガ
ヲ 

一
女

青

ヘ
ク
ソ
カ
ヅ
ラ 

 

一
土
荊

ル

ウ

ダ

芥
一
鹹
蓬

マ
ツ
ナ 

一
石
龍
膽
ナ
ヲ

ハ
ル
ク
ン
ド
ウ
シ
ベ 

一
磠
沙
ハ
気
付
ニ
ハ
ナ
ラ
ス
、
五
里
カ
一
分
カ
■
■
■
■
、
煎
薬
ノ
中

江
入
て
呑
て
吉
、
又
沈
痾
ト
前
同
断
の
掛
メ
ニ
テ
渇
ニ
テ
ノ
ン
デ
吉 

一
猪
膽
ハ
ク
ツ
ノ
粉
ト
橙
皮
油
を
ま
て
丸
薬
ニ
シ
テ
留
飲
ノ
薬 

一
笹
印
茶
ノ
養
ニ
流
外
ニ
み
ま
や
ニ
も
書 

一
笹
印
桑
之
木
仕
立
の
事 

一
進
上
用
山
芋 

 
 
 
 

梅
接
根  

  

（
虫
損
） 

（
虫
損
） 

子
ツ
気
有 
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 - 16 - 

 
 
 

貯
物 

一
つ
ふ 
一
ツ 

 

大
者
栗 
百
三
十
四
、
梨 

■
、
厚
紙
の
袋
ニ
入
置 

 
 

安
政
五
九
月
朔
日 

一
同 

一
ツ 

 

右
者
き
や
う
柿
七
ツ
、
み
か
ん
七
ツ
、
脳
な
し
た
る
白
砂
の
中
取
い

け
置
、
同
年
九
月
■
■
■
■
■
■
九
月
十
五
日 

 

梨
子
七
ツ
、
九
月
十
三
日 

一
西
瓜 

二
ツ
、
花
■
か
ご
の
中
江
入
、
し
ら
す
と
よ
く
■
な
く
置
也 

 

安
政
六
十
月 

一
吉
野
山 

ヽ
い
印 

一
猩
々 

ヽ
い
印 

 

右
、
遊
圃
所
預
置
、
八
月
五
日 

一
金
天 

ヽ 

一
金
競 

ヽ 

一
咲
瓜 

ヽ 

 

右
、
次
左
衛
門
殿 

同
日 

一
吹
上 

ヽ 

一
花
の
根 

二
ツ 

一
金
天 

ヽ 

 

［ 
 
 
 
 

］ 

同 

安
政
五
八
月
丗
日 

大
梨
子
重
冨
ゟ
参
ル
、
掛
め
百
四
十
一
匁 

新
納
家
ゟ
さ
ね
な
し
柿
参
ル
、
掛
目
七
十
一
匁
五
分 

 
 
 
 
 
 
 
 

御
用
ね
り 

一
薄
荷
七
斤
■ 

 

右
、
安
政
六
春
■
芽 

 

安
政
六
二
度
目 

一
二
番
ハ
去
十
二
月
比
也
、
七
月
廿
三
日
ゟ
三
度
目 

一
九
月
廿
八
日

ゟ
福
山
通
行
之
節 

一
十
月
十
八
日
ゟ
出
立
之
前
日
也 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 
 

琉
球
注
文 

一
黄
紅
蝶 

種
子
根
之
方 

一
仙
人
草 

 

一
フ
ソ
ウ
花 

三 
此
内
少
し
出
ル 

〻
〻
〻
〻
〻 

 

（
虫 

損
） 

 - 17 - 

一
樺

デ
ー
ゴ 

琉
字

同
語 

 

一
バ
ン
シ
ル
ウ 

木 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

柿
の
根
ナ
ル
味
石
榴
の
如
し 

 

右
安
政
五
年
九
月
十
四
日
許
田
親
雲
上
江
注
文 

  

一
梨
子 

 

一
柿 

 

一
栗 

一
き
り
嶋
つ
ゝ
じ 

 

一
孟
宗
竹 

 

右
琉
球
人
御
返
し 

一
栗
七
ツ 

鹿
庭
江
植
置
、
琉
人
遣
候
様 

   
 
 

鶏
□ 

九
日
暖 

二
月
一
日
ゟ
八
日
迄 

一
い
印 

万
種
顔 

 

一
西
■
ま
ん
だ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ひ
お
ふ
ぎ 

一
ろ 

紺 

白
し
ぼ
り 

 

一
白
ま
ん
だ
ら 

一
は 

一
て
せ
ん 

 
 
 

一
紅
し
ゝ 

 
 

右
之
種
、
二
月
九
日
蒔
付
試 

  

（
半
丁
空
白
） 

 

「 

福
山
植
付 

安
政
四
二
月 

実
■ 

一
巴
豆
三
本 

 
 
 
 

一
カ
ン
ラ
ン
一
本 

一
二
度
成
ミ
カ
ン
苗 

 

一
キ
コ
ク 

苗 

 
 

桑
原
蔵
助
所
西
瓜 

 

安
政
六
当
之
大 

一
三
尺
四
寸
廻
」 

 

一
掛
目 

三
拾
斤 

 
 
 

七
月
廿
五
日
鹿
重
富
江
進
上 

 

（
原
空
白
、
こ
こ
よ
り
冊
子
別
綴
） 

 

一
紙
之
儀
用
分
不
足
ニ
付
、
申
請
等
之
儀
取
調
方
申
渡
候
、
頭
役
所
ゟ

申 

〻
〻 

 

十 

 

（
虫
損
） 

黄
カ 

〻 

 

蒔 

 

キ
ョ 

 

（「×

」）書
込
抹
消
カ
） 
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一
樺

デ
ー
ゴ 

琉
字

同
語 

 

一
バ
ン
シ
ル
ウ 

木 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

柿
の
根
ナ
ル
味
石
榴
の
如
し 

 

右
安
政
五
年
九
月
十
四
日
許
田
親
雲
上
江
注
文 

  

一
梨
子 

 

一
柿 

 

一
栗 

一
き
り
嶋
つ
ゝ
じ 

 

一
孟
宗
竹 

 

右
琉
球
人
御
返
し 

一
栗
七
ツ 

鹿
庭
江
植
置
、
琉
人
遣
候
様 

   
 
 

鶏
□ 

九
日
暖 

二
月
一
日
ゟ
八
日
迄 

一
い
印 

万
種
顔 

 

一
西
■
ま
ん
だ
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ひ
お
ふ
ぎ 

一
ろ 

紺 

白
し
ぼ
り 

 

一
白
ま
ん
だ
ら 

一
は 

一
て
せ
ん 

 
 
 

一
紅
し
ゝ 

 
 

右
之
種
、
二
月
九
日
蒔
付
試 

  

（
半
丁
空
白
） 

 

「 

福
山
植
付 

安
政
四
二
月 

実
■ 

一
巴
豆
三
本 

 
 
 
 

一
カ
ン
ラ
ン
一
本 

一
二
度
成
ミ
カ
ン
苗 

 

一
キ
コ
ク 

苗 

 
 

桑
原
蔵
助
所
西
瓜 

 

安
政
六
当
之
大 

一
三
尺
四
寸
廻
」 

 

一
掛
目 

三
拾
斤 

 
 
 

七
月
廿
五
日
鹿
重
富
江
進
上 

 

（
原
空
白
、
こ
こ
よ
り
冊
子
別
綴
） 

 

一
紙
之
儀
用
分
不
足
ニ
付
、
申
請
等
之
儀
取
調
方
申
渡
候
、
頭
役
所
ゟ

申 

〻
〻 

 

十 

 

（
虫
損
） 

黄
カ 

〻 

 

蒔 

 
キ
ョ 

 

（「×

」）書
込
抹
消
カ
） 
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三
月
十
一
日 

 
 
 
 

五
月 

一
上
洛
ニ
付
旅
金
不
足
ニ
付
、
相
葱
様
々
ゟ
出
方
及
候
間
、
高
買
ハ
其

通
り
ニ
而
出
高
申
、
下
ケ
直
ニ
買
上
の
儀
、
其
涯
取
持
無
之
様
伺
ニ

及
可
然
申
置
候
、
以
上 

■
、
又
々
候
而
、
伺
之
通
致
候
様
達
置

也
、
五
平
太
取
次 

一
読
料
不
足
ニ
付
、
当
年
中
十
五
挺
ツ
丶
張
方
之
儀
、
当
年
中
取
止
、

修
覆
具
足
ノ
四
ツ
七
ツ
迄
候
、
五
右
衛
門
儀
ハ
八
郎
右
衛
門
・
小
兵

衛
・
太
藤
太
是
迄
ノ
通
り 

 
 

可
然
達 

 
 
 

五
月
廿
八
日 

一
麦 

壱
石 

 
 

代
拾
四
貫
文 

 

五
百
下
り 

拾
三
貫
五
百
文 

一
あ
わ 

壱
石 

 
 

代
六
貫
八
百
文 

 
 
 
 

五
百
下
り 

六
貫
三
百
文 

 

五
百
下
ニ
而
申
受
候
段
達
也
、
甚
五
兵
衛 

 
 
 

■
月
二
日 

一
■
清
兵
衛
・
惣
右
衛
門
、
鹿
江
差
越
居
仕
候
へ
く
候
、
良
四
郎
ゟ

内
々
申
候 

 
 
 

六
月
六
日 

一
野
田
源
兵
衛
、
宗
躰
■
当
分
之
通
ニ
而
油
方
一
方
勤
初
、
平
太
左
衛

門
ゟ
申
、
可
然
達
、
取
次
新
右
衛
門 

 
 
 

八
月 

一
ギ
ヲ
ン
ノ
山
門
バ
ヽ
ノ
リ
通
り
け
る
、
宜
敷
間
以
後
モ
可
然
達
置
置

也
、
弥
一
郎
正
月
中 

 
 
 

諸
払
台
所 

都 

一
銭
百
六
拾
三
貫
百
四
十
六
文 

 
 
 

同 
 

鹿 

一
銭
九
貫
六
百
五
文 

 
 
 

諸
払
納
殿
所 

都 

一
銭
弐
百
三
拾
壱
貫
六
百
八
拾
七
文 

 
 
 

同 
 

鹿 
一
銭
五
拾
六
貫
百
六
拾
四
文 

 
 
 

同
十
一
日 

一
庭
鳥
一
羽
男 

 

林
太
郎
江
呉
置
也 

〻
〻
〻 

 

（
原
空
白
） 

 

六 

 

横
目 

 

（
マ
マ
） 

 

 - 19 - 

 

右
四
郎
取
次 

 
 
 

二
月
中
諸
払 

 
 
 

納
殿
所 

都 

一
弐
拾
七
貫
七
百
弐
拾
文 

 
 
 

台
所  

都 

一
銭
百
弐
拾
壱
貫
五
百
五
拾
九
文 

 
 
 

常
調 

一
銭
八
百
四
拾
七
文 

 
 
 

台
所
入
方 

一
上
味
噌
四
斗
弐
升 

 

右
小
者
か
こ
■
■
■
■
買
下
候
申
受 

一
同 

 

右
此
節
仕
方
相
成
分 

 
 
 

同
十
■
日
朝 

一
切
通
し
外
地
面
小
者
か
こ
共
へ
采
園
場
と
し
て
遣
し
、
四
郎
取
次
、

嘉
平
次
方
へ
達
方
相
成
候 

 
 
 

二
月
中 

一
台
所 

 

一
台
所 

鹿 

一
銭
七
貫
六
百
六
十
四
文 

 
 
 

納
殿
所 

鹿 

一
銭
二
貫
二
百
八
十
文 

 
 
 

七
月
三
日 

 
 

三
月
中 

台
所
払 

鹿 

一
銭
七
貫
二
百
二
文 

 
 
 

納
殿
所 

鹿 

一
銭
廿
五
貫
五
百
廿
四
文 

 

内
弐
百
二
十
四
文 

草
り
三
足 

一 
 

納
殿 

都 

一
銭
四
百
四
十
六
貫
九
百
八
十
九
文 

 
 
 

常
調
方 

一
二
百
七
十
八
文 

十
二
月
朝
迄 

 
 
 

台
所
払 

一
銭
九
十
三
貫
七
百
五
十
七
文 

 
 

但
、
右
之
常
調
者
込
ル 

 
 
 

同
所
入
方 

■ 

飯
タ
キ
く
ゝ
り 

 八 

 

〻
〻 

〻 
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右
四
郎
取
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二
月
中
諸
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納
殿
所 
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一
弐
拾
七
貫
七
百
弐
拾
文 

 
 
 

台
所  

都 

一
銭
百
弐
拾
壱
貫
五
百
五
拾
九
文 

 
 
 

常
調 

一
銭
八
百
四
拾
七
文 

 
 
 

台
所
入
方 

一
上
味
噌
四
斗
弐
升 

 

右
小
者
か
こ
■
■
■
■
買
下
候
申
受 

一
同 

 

右
此
節
仕
方
相
成
分 

 
 
 

同
十
■
日
朝 

一
切
通
し
外
地
面
小
者
か
こ
共
へ
采
園
場
と
し
て
遣
し
、
四
郎
取
次
、

嘉
平
次
方
へ
達
方
相
成
候 

 
 
 

二
月
中 

一
台
所 

 

一
台
所 

鹿 

一
銭
七
貫
六
百
六
十
四
文 

 
 
 

納
殿
所 

鹿 

一
銭
二
貫
二
百
八
十
文 

 
 
 

七
月
三
日 

 
 

三
月
中 

台
所
払 

鹿 

一
銭
七
貫
二
百
二
文 

 
 
 

納
殿
所 

鹿 

一
銭
廿
五
貫
五
百
廿
四
文 

 

内
弐
百
二
十
四
文 

草
り
三
足 

一 
 

納
殿 

都 

一
銭
四
百
四
十
六
貫
九
百
八
十
九
文 

 
 
 

常
調
方 

一
二
百
七
十
八
文 

十
二
月
朝
迄 

 
 
 

台
所
払 

一
銭
九
十
三
貫
七
百
五
十
七
文 

 
 

但
、
右
之
常
調
者
込
ル 

 
 
 

同
所
入
方 

■ 

飯
タ
キ
く
ゝ
り 

 八 

 

〻
〻 

〻 
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一
■
み
そ
四
斗
五
升 

壱
人
ニ
付
三
升
ツ
ヽ
、
小
者
三
人
飯
焚
代
御
手

手
伝
か
こ
六
人
、
下
手
伝
壱
人
、
弐
升
納
殿
所
両
人 

 
 
 

七
月
十
日 

 

一
忌
中
ニ
付
而
ハ
、
雨
と
ひ
の
大
ニ
取
方
宜
ニ
付
達
也
、
弥
一
郎
取

付
、
当
日
御
礼
■
正
応
寺
薬
師
賄
ハ
、
我
等
■
■
共
々
武
運
長
久

之
為
■
ニ
而
候
由
、
是
ハ
忌
明
次
第
と
申
置
也 

 
 
 
 

四
月
中 

 
 
 
 
 

台
所
方
払 

都 

一
五
十
四
貫
六
百
六
十
七
文 

 
 

内
二
百
五
文
ハ
常
調
之
払
迄
込
ル 

一
み
そ
二
貫
二
升
五
合 

 
 

右
小
者
三
人
、
か
こ
六
人
飯
焚
く
ゝ
り
、 

買
物
夫
申
受 

 
 
 
 
 

納
殿
所 

都 

一
八
十
三
貫
参
百
八
十
五
文 

 
 
 
 
 

納
殿
所 

鹿 

一
三
十
七
貫
七
百
文 

 
 
 
 

二
行
取
込 

 
 
 
 
 

台
所 

鹿 

一
一
貫
四
百
五
十
六
文 

 
 
 

七
月
廿
五
日 

一
五
人
以
上
二
十
二
人
、
三
人
■
ヨ
リ
四
人
迄
百
四
十
八
人 

 

右
例
年
之
通
、
栗
百
九
十
二
俵
、
石
ニ
シ
テ
四
十
八
石 

 
 
 

七
月
廿
九
日 

一
今
度
御
竿
入
ニ
付
而
者
、
皆
共
な
げ
書
ニ
而
ゆ
ふ
■
ひ
ん
か
へ
被
下
候

様
、
郡
方
之
衆
へ
願
ニ
相
成
筈
、
平
次
右
衛
門
ゟ
申
、
弥
一
郎
取
次 

 
 
 

八
月
廿
六
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

八
月
■
改 

一
役
所
蔵
石
箱
格
護
金
子
■
右
之
通 

一
小
判
金
一
万
千
九
百
八
十
両 

一
二
部
金
十
切 

一
一
部
金
二
千
六
百
二
十
四
切 

一
文
銀
五
百
目 

 
 
 
 

但
、
板
十
一 

 
 
 
 

但
、
玉
一
ツ 

 

外
ニ 

一
い
ん
子
金
十
六 

(

左) 
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一
古
小
判
十
七
両 

 
 
 

但
、
焼
物 

 

右
二
行
、
兵
具
所
格
護
之
内
取
揃 

 

■
石
箱
ニ
入
■
付
也 

 
 

六
月
中 

 
 
 

納
殿
所 

都 

一
三
百
四
貫
九
十
三
文 

 

安
政
七
年
後
三
月
十
一
日 

 
 
 

二
月
中
払 

 
 

鹿 

納
殿
所
廿
五
日
ゟ 

一 一
八
十
七
貫
九
百
六
十
九
文 

 
 
 

三
月
中 

 
 
 
 

納
殿
所
払 

鹿 

一
四
十
三
貫
五
十
文 

 

万
延 

 

右
改
元
三
月
一
於
御
城
承
知
、
三
月
十
九
日 

一
佐
多
ゟ
持
帰
り
之
巴
豆
之
実
、
福
山
江
蒔
置
候
処
、
去
年
ゟ
初
而
ミ

着
也
、
尤
ミ
ハ
古
キ
程
良
と
喜
悦
咄
也 

  

（
二
十
丁
空
白
） 

  
 
 

未
正
月
四
日 

 
 

諸
払 

御
私
台
所 

都 

一
銭
百
六
拾
三
貫
百
四
十
六
文 

 
 

同 
 

同 
 
 
 

鹿 

一
銭
九
貫
六
百
五
文 

 
 

内
輪
方
払 

納
殿
所 

鹿 

  

（
三
丁
空
白
） 

  
 
 

役
所
蔵
石
箱
格
護
金 

一
壱
万
弐
千
六
百
四
拾
壱
両 

 
 

銭
ニ
シ
テ
九
万
四
千
八
百
七
貫
五
百
文 

一
外
ニ
五
百
四
貫
弐
百
八
拾
八
文 

〇
三
月
廿
八
日
朝
嘉
府
着 

〻 

〻
〻
〻 

（
鹿
） 

(

実) 
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右
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箱
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三
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四
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七
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月
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納
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所
廿
五
日
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八
十
七
貫
九
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十
九
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三
月
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納
殿
所
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鹿 

一
四
十
三
貫
五
十
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万
延 

 

右
改
元
三
月
一
於
御
城
承
知
、
三
月
十
九
日 
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佐
多
ゟ
持
帰
り
之
巴
豆
之
実
、
福
山
江
蒔
置
候
処
、
去
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初
而
ミ

着
也
、
尤
ミ
ハ
古
キ
程
良
と
喜
悦
咄
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十
丁
空
白
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未
正
月
四
日 

 
 

諸
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御
私
台
所 

都 

一
銭
百
六
拾
三
貫
百
四
十
六
文 

 
 

同 
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鹿 

一
銭
九
貫
六
百
五
文 

 
 

内
輪
方
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納
殿
所 

鹿 

  

（
三
丁
空
白
） 

  
 
 

役
所
蔵
石
箱
格
護
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一
壱
万
弐
千
六
百
四
拾
壱
両 

 
 

銭
ニ
シ
テ
九
万
四
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百
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貫
五
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一
外
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五
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四
貫
弐
百
八
拾
八
文 

〇
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廿
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日
朝
嘉
府
着 

〻 

〻
〻
〻 

（
鹿
） 

(

実) 
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右
当
分
物
奉
行
封
印 

 
 
 

午
七
月
廿
二
日
調
へ
の
由 

 
 
 

六
月
七
日
書
留
置
也 

   
 
 

注
文 

一

■
な
べ 

一
ツ
渡
一
尺
位 

江
戸 

一
絵
の
具 

京
都 

 

一
ヲ
ク
リ
カ
ン
キ
リ 

大
坂 

一
半
股 

一
ツ 

 
 
 
 

一
御
湯
カ
タ
誂
の
模
様 

一
ツ 

一
二
見
浦
二
ノ
岩
之
高
サ
〇
岩
之
所
潮
汐
所
ゟ
何
間 

一
天
然
水 

大
坂 

 
 
 

一
ふ
た
明 

如
露 

徳 一
ふ
ろ 

底
ひ
き
く 

 
 

一
ふ
ろ 

土
産
用 

■
用
二
ツ 

徳 一
丹
荷 

 
 
 
 
 
 
 

一
自
分
丹
荷 

土
産
用 

笹 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳 

一
腰
帯
赤
縮
緬
白
毛
入 

 

一
小
倉 

馬
の
り 

一
両 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
白
地 

徳 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

笹 

一
ハ
カ
タ
帯
地 

 
 
 
 

一
さ
ら
し 

四
匹 

壱
疋
付
一
両 

  

（
半
丁
空
白
） 

  
 
 
 
 
 
 

壱
尺
一
寸 

一
八
百
八
十
七
文 

五
急 

五
ツ 

一
百
廿
文 

 

小
た
ひ 

二
尺
七
寸 

一
三
百
七
十
弐
文 

あ
ま
鯛
四
ツ 

 
 
 

尺 

一
八
百
四
十
文 

 

同
拾
七 

 
 
 
 
 

七
寸 

一
四
百
六
拾
■
文 

小
鯛
拾
五 

 
 
 
 

五
寸 

一
壱
貫
三
百
七
拾
■
文 

あ
ま
鯛
十
三 

尺
一
寸 

一
壱
貫
弐
百
拾
九
文 

 
 

同
拾
五 

 
 

五
寸 

一
百
八
拾
四
文 

 

同 

三
ツ 

 
 
 
 

八
寸 

一
壱
貫
六
百
文 

 

た
こ
二
盃 

 

大 
一
百
八
拾
四
文 

 

赤
貝 

六
十 

大 

一
弐
百
六
十
四
文 

生
こ 

二
百
大
十
目 

一
五
百
文 

 
 
 

小
鯛
六
ツ 

 

八
寸 

四 

〻 八 

〻 

ど
ぢ
よ
う
ふ 

 

〻
〻
〻
〻
〻
〻 

□ 

 

一
ツ 

 

八 
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一
壱
貫
五
百
文 

 

同 

十
八 

 

八
寸 

一
三
百
九
文 

 
 

か
つ
を
一 

五
百
四
十
目 

一
壱
貫
五
百
文 

 

大
鯛
二
枚 

一
九
百
八
十
三
文 

し
び 

 
 

壱
貫
四
百
八
十
目 

一
百
五
十
四
文 

 

赤
貝
五
十 

大 

一
四
百
四
十
文 

 

■
鯛 

壱
尺
五
寸 

一
壱
貫
五
十
四
文 

■
鯛
十
三 

九
寸 

一
壱
貫
百
三
十
弐
文 

小
鯛
三
十
壱 

七
寸 

一
五
百
廿
文 

か
な
頭
十 

八
寸 

一
三
百
六
十
四
文 

小
あ
ち
四
十
四 

五
寸 

一
三
百
三
十
二
文 

小
鯛
八
ツ 

 
 

六
寸 

一
二
百
四
十
八
文 

く
づ
な
三
ツ 

 

八
寸 

一
百
六
十
八
文 

 

耳
鯛
二
ツ 

 
 

九
寸 

一
三
百
四
十
八
文 

鯛
十
六 

 
 
 

四
寸 

一
壱
貫
三
百
四
十
八
文 

同
六
ツ 

 

一
尺
一
寸 

一
五
百
三
十
二
文 

 
 

同
二
ツ 

 

一
尺
二
寸 

一
き
し 

一
羽 

三
百
文 

一
二
百
文 

庭
鳥 

一
羽 

一
八
百
八
十
文 

 

鯛
二
ツ 

 
 
 

一
尺
五
寸 

一
七
百
六
十
八
文 

し
び
一
ツ 

百
四
十
八
目 

一
弐
百
四
十
八
文 

糸
よ
り 

三
ツ 

七
寸 

一
廿
文 

き
ひ
な
ご 

五
合 

一
■
弐
百
拾
八
文 

死
蛇 

粕
平
七
十 

一
■
二
百
拾
八
文 

茶
や
き
ま
ん
中
七
十 

一
八
十
四
文 

糸
ゟ
三
ツ 

六
寸 

一
五
百
丗
一
文 

中
鯛
三
ツ 

 

一
尺 

一
六
百
十
四
文 

大
鯛
二
ツ 

 

一
尺
三
寸 

一
九
十
文 

耳
鯛
一
ツ 

 
 
 

一
尺 

一
五
百
文 

鯛
十
弐 

 
 
 
 

三
寸 

一
百
六
十
四
文 

あ
ち
五
ツ 

 

八
寸 

安
政
七
申
年 

一
四
十
四
文 

 
 

す 

一
盃 

一
四
十
文 

 
 
 

焼
と
う
ふ 

四
十 

一
百
四
十
八
文 

 

と
う
ふ 

二
箱 

一
一
貫
六
百
文 

 

杉
原
一
束 

 

中
馬
辰
之
助 

 

干 

（
か
し
ら
） 

（
よ
り
） 
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一
壱
貫
五
百
文 

 

同 

十
八 

 

八
寸 

一
三
百
九
文 

 
 

か
つ
を
一 

五
百
四
十
目 

一
壱
貫
五
百
文 

 

大
鯛
二
枚 

一
九
百
八
十
三
文 
し
び 

 
 

壱
貫
四
百
八
十
目 

一
百
五
十
四
文 

 
赤
貝
五
十 

大 

一
四
百
四
十
文 

 

■
鯛 
壱
尺
五
寸 

一
壱
貫
五
十
四
文 

■
鯛
十
三 
九
寸 

一
壱
貫
百
三
十
弐
文 

小
鯛
三
十
壱 
七
寸 

一
五
百
廿
文 

か
な
頭
十 

八
寸 

一
三
百
六
十
四
文 

小
あ
ち
四
十
四 

五
寸 

一
三
百
三
十
二
文 

小
鯛
八
ツ 

 
 

六
寸 

一
二
百
四
十
八
文 

く
づ
な
三
ツ 
 

八
寸 

一
百
六
十
八
文 

 

耳
鯛
二
ツ 

 
 

九
寸 

一
三
百
四
十
八
文 

鯛
十
六 

 
 
 

四
寸 

一
壱
貫
三
百
四
十
八
文 

同
六
ツ 

 

一
尺
一
寸 

一
五
百
三
十
二
文 

 
 

同
二
ツ 

 

一
尺
二
寸 

一
き
し 

一
羽 

三
百
文 

一
二
百
文 

庭
鳥 

一
羽 

一
八
百
八
十
文 
 

鯛
二
ツ 

 
 
 

一
尺
五
寸 

一
七
百
六
十
八
文 

し
び
一
ツ 

百
四
十
八
目 

一
弐
百
四
十
八
文 

糸
よ
り 

三
ツ 

七
寸 

一
廿
文 

き
ひ
な
ご 

五
合 

一
■
弐
百
拾
八
文 

死
蛇 

粕
平
七
十 

一
■
二
百
拾
八
文 

茶
や
き
ま
ん
中
七
十 

一
八
十
四
文 

糸
ゟ
三
ツ 

六
寸 

一
五
百
丗
一
文 

中
鯛
三
ツ 

 

一
尺 

一
六
百
十
四
文 

大
鯛
二
ツ 

 

一
尺
三
寸 

一
九
十
文 

耳
鯛
一
ツ 

 
 
 

一
尺 

一
五
百
文 

鯛
十
弐 

 
 
 
 

三
寸 

一
百
六
十
四
文 

あ
ち
五
ツ 

 

八
寸 

安
政
七
申
年 

一
四
十
四
文 

 
 

す 

一
盃 

一
四
十
文 

 
 
 

焼
と
う
ふ 

四
十 

一
百
四
十
八
文 

 

と
う
ふ 

二
箱 

一
一
貫
六
百
文 

 

杉
原
一
束 

 

中
馬
辰
之
助 

 

干 

（
か
し
ら
） 

（
よ
り
） 
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（
半
丁
空
白
） 

 

外 

一
七
十
六
文 

 
二
十
七
匁 

一
八
十
四
文 

 

三
十
目 

一
百
二
文 

 
 

三
十
五
匁 

  

（
半
丁
空
白
） 

 

一
薬
園
方
用
事
之
節
可
出
事 

一
歳
暮
遣
候
事 

 

一
鹿
府
参
候
ニ
付
土
産
進
上
之
事 

  

（
四
丁
空
白
） 

 

一
六
月
晦
日
、
仁
左
衛
門
半
日
ノ
仕
事 
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13.0㎝ 

17･

6
㎝ 

                 
紳 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
作 

  
 
 

采
桎
印
□
一
尺
三
寸
七
分 

 

略
シ
テ 

      

 
 
 

注
文 

 

江
戸 

一
ど
ぢ
よ
ふ
な
べ
一
ツ 

 
 

渡
一
尺
位 

大
坂 

 
 
 
 
 

大
坂 

一
絵
ノ
具 

 
 
 

一
ヲ
ク
リ
カ
ン
キ
リ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳 

一
半
股 

 
 
 
 

一
御
浴
衣
鯉
の
模
様 

 

徳 

一
■
小
倉
馬
の
り 

一
反
一
両
位 

 
 
 

但
、
白
地 

 

徳 
 
 
 
 
 

土
産
用 

一
ハ
カ
タ
帯
地 

 

一
風
呂
一
ツ 

小
丹
荷
二
ツ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
、
底
か
ら
様 

 

笹 

一
腰
帯
赤
ち
り
め
ん 

白
が
箱
入 

 

一
さ
ら
し
四
匹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

但
、
一
匹
付
一
両 

 

大
坂 

一
天
然
水
一
ツ 

 

一
ふ
た
明 

如
露
一
ツ 

 - 27 - 

一
二
見
浦
岩
之
高
サ
同
所
潮
干
陸
迄
ノ
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
二
朱
一
代 

一
髪
さ
し 

 
 
 
 

一
白
粉
紙 

女
之
絵
有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ニ
付 

三
十
二
文
位 

一
酒
中
花 

 
 
 
 

一
か
つ
ら
三
ツ
位 

一
ケ
ン
玉 

 
 
 
 

一
錦
手
茶
わ
ん
四
ツ 

一
自
分
用
女
之
絵
盃
茶
碗 

一
打
調
糸
一
ツ
分 

 

一
び
ん
付 

一
ゴ
石 

 
 
 
 
 

一
タ
ハ
コ
入 

古
金
乱 

一
扇
子 

 
 
 
 
 

一
女
紙
入 

一
山
ま
い
紋
ち
り
め
ん 

八
尺 

 

徳 

一
村
田
張
き
せ
る
二
本 

 

徳 

一
下
結
一
ツ 

重
糸
打
白
地
ニ
所
々
此
糸
染
付 

一
す
き
や
一
反 

■
嶋
入 

 

徳 

一
神
明
之
前
番
ヒ
玉
十
斗 

一
き
し
嶋
一
さ
ら
し 

同
嶋
さ
ら
し 

一
扇
子
二
本
包 

 

一
真
書
筆 

一
火
打
石 

 
 
 

一
入
舟 

  

（
一
丁
空
白
） 

  
 

登
口
説 

一
旅
の
出
立
観
音
堂
、
千
手
観
音
伏
し
拝
ミ
、
こ
か
ね
杓
と
て
立
別
る 

一
袖
に
ふ
る
露
お
し
払
ひ
、
大
道

お

ふ

ど

松
原
歩

ア
ユ
ミ

ミ
行
く
、
行
け
ハ
八
幡
崇そ

ふ

元
寺 

一
新
地

み

い

ち

高
は
し
打
渡
て
、
袖
を
つ
ら
ね
て
諸
人
の
行
も
帰
る
も
仲な

か

の
は

し 

一
沖
の
側
ま
て
を
や
と
子
兄
弟
つ
れ
て
別
る
、
旅
衣
袖
と
袖
と
の
つ
ゆ

な
み
た 

一
舟
の
と
も
つ
な
と
く

く
、
船
子
の
勇
て
真
帆
ひ
け
ハ
、
風
や
ま
と

も
ニ
午
未 

一
又
も
め
ぐ
り
逢
御
縁
と
て
、
ま
ね
く
扇
子
や
三
重
城
、
残
本

ざ

ん

ぱ

美
崎
も

跡
に
見
て 

大 三
ツ
堂 

三
通
り 

紫 

(

マ
マ) 

〻 

（
と
） 
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一
二
見
浦
岩
之
高
サ
同
所
潮
干
陸
迄
ノ
間 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同
二
朱
一
代 

一
髪
さ
し 

 
 
 
 

一
白
粉
紙 

女
之
絵
有 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
ニ
付 

三
十
二
文
位 

一
酒
中
花 

 
 
 
 

一
か
つ
ら
三
ツ
位 

一
ケ
ン
玉 

 
 
 
 

一
錦
手
茶
わ
ん
四
ツ 

一
自
分
用
女
之
絵
盃
茶
碗 

一
打
調
糸
一
ツ
分 

 

一
び
ん
付 

一
ゴ
石 

 
 
 
 
 

一
タ
ハ
コ
入 

古
金
乱 

一
扇
子 

 
 
 
 
 

一
女
紙
入 

一
山
ま
い
紋
ち
り
め
ん 

八
尺 

 

徳 

一
村
田
張
き
せ
る
二
本 

 

徳 

一
下
結
一
ツ 

重
糸
打
白
地
ニ
所
々
此
糸
染
付 

一
す
き
や
一
反 

■
嶋
入 

 

徳 

一
神
明
之
前
番
ヒ
玉
十
斗 

一
き
し
嶋
一
さ
ら
し 

同
嶋
さ
ら
し 

一
扇
子
二
本
包 

 

一
真
書
筆 

一
火
打
石 

 
 
 

一
入
舟 

  

（
一
丁
空
白
） 

  
 

登
口
説 

一
旅
の
出
立
観
音
堂
、
千
手
観
音
伏
し
拝
ミ
、
こ
か
ね
杓
と
て
立
別
る 

一
袖
に
ふ
る
露
お
し
払
ひ
、
大
道

お

ふ

ど

松
原
歩

ア
ユ
ミ

ミ
行
く
、
行
け
ハ
八
幡
崇そ

ふ

元
寺 

一
新
地

み

い

ち

高
は
し
打
渡
て
、
袖
を
つ
ら
ね
て
諸
人
の
行
も
帰
る
も
仲な

か

の
は

し 

一
沖
の
側
ま
て
を
や
と
子
兄
弟
つ
れ
て
別
る
、
旅
衣
袖
と
袖
と
の
つ
ゆ

な
み
た 

一
舟
の
と
も
つ
な
と
く

く
、
船
子
の
勇
て
真
帆
ひ
け
ハ
、
風
や
ま
と

も
ニ
午
未 

一
又
も
め
ぐ
り
逢
御
縁
と
て
、
ま
ね
く
扇
子
や
三
重
城
、
残
本

ざ

ん

ぱ

美
崎
も

跡
に
見
て 

大 三
ツ
堂 

三
通
り 

紫 

(

マ
マ) 

〻 

（
と
） 
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一
伊
平
屋
渡

い

ひ

や

と

立
波
お
し
す
へ
て
、
道
の
し
ま

く
見
は
た
せ
バ
、
七
嶋

し

ち

と

渡
中

と

な

か

も
な
だ
や
す
く 

一
も
ゆ
る
け
む
り
ハ
硫
黄
か
し
ま
、
佐
多
の
美
崎
も
あ
い
る
ゝ
で
、

「
ゑ
い
」
あ
れ
に
見
ゆ
る
は
御
開
門
ふ
し
ニ
見
ま
か
ふ
さ
く
ら
し
ま 

 
 
 

山
川
や
日
さ
け
前
の
浜
迄
も 

 
 
 

下
り
口
説 

一
さ
て
も
旅
ね
の
仮か

い

ま
く
ら
、
や
め
の
さ
め
た
る
こ
ゝ
ぢ
し
て
、
き
の

ふ
き
ふ
と
は
お
も
へ
ど
も
、
は
や
く
九
十
月
な
り
ぬ
れ
ハ 

一
や
が
て
御
暇
下
さ
れ
て
、
使
者
の
面
々
皆
揃
て
弁
財
天
堂
伏
し
拝
ミ 

一
い
ざ
や
御
仮
や
立
出
て
、
滞
在

で

ざ

へ

の
人
々
ひ
き
列
て
、
行
屋
の
は
ま
に

て
立
別
る 

一
名
残
り
お
し
け
か
船
子
共
、
よ
ろ
こ
び
い
さ
ん
て
帆ほ

あ
け
ぬ
祝
の
盃

め
く
る
間
に 

一
山
川

や

ま

ご

み
な
と
ニ
走は

し

し
入
れ
バ
、
船
の
改
め
す
ん
て
又
、
い
か
り
ひ
き

の
セ
真
ほ
引
ケ
ば 

一
風
や
ま
と
も
に
子
丑
の
方
、
佐
多
の
美
崎
も
跡
に
見
て
、
七
嶋
渡
中

も
な
だ
安
く 

一
波
ち
は
る
か
に
な
か
む
れ
ば
、
跡
や
先
に
も
供
船
の
帆
を
ひ
き
つ
れ

て
は
し
り
行 

一
道ミ

チ

の
し
ま

く
打
過
て
、
伊
平
屋
渡

い

ひ

や

ど

立
波

た
つ
な
み

お
し
そ
い
て
、
残
本

ざ

ん

ぱ

美

崎
に
は
ひ
並な

ら

で 

一
あ
れ

く
拝
ミ
御
城
元
並
の
御
嶽
も
打
つ
ゝ
ち
「
ゑ
い
」 

 

袖
を
つ
ら
ね
て
諸
人
の
迎む

け

に
出
て
た
や
み
ゑ
ぐ
す
く 

 
 
 

親
子
引
列
れ
と
て
嬉
し
や 

 

右
、
安
政
六
十
月
十
八
日
写 

   

安
政
六
未
十
月
十
九
日 

一
五
半
登
城
、
水
上
二
十
人
、
使
ノ
客
、
一
横
井
、
三
原
越
右
衛
門 

一
水
上
ノ
上
ノ
原
、
晒
の
色
、
横
井
昼
休
松
の
木
の
か
た
は
ら
の
、
さ

て
も
書
居
る
所
「
し
は
ら
く
有
て
八
十
蔵
事
由
「
日
入
前
八
十
蔵
着

「
名
物
お
こ
し
米
白
キ
丸
申
品
「
酒
や
ハ
有
候
得
と
も
、
当
分
き
れ

て
鹿
ゟ
参
候
之
事 

一
晩
、
喜
右
衛
門
登
候
儀
十
八
日 

 
 
 

同
月
廿
日 

安
楽
以
右
衛
門
所 

雨
天 

な
ら 

〻
〻 

ソ
キ
而 

〇
お
し
ろ
ふ
も
と
〇 
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一
八
十
蔵
焇
煙
引
定
、
苗
代
川
壺
や
石
之
段
、
此
前
御
宿
市
来
・
串
木

野
之
内
五
反
田
御
休
場
跡
有
、
橋
の
先
高
キ
所
社
の
様
な
る
所
、
一

市
来 

ノ
ミ
な
と
人
馬
頭
、
其
先
シ
テ
ハ
マ
ヒ
ロ
シ
、
ア
ブ
ラ
ヤ
ヲ
モ
ト
右
如
小
松
木

植
有 

之
内
薩
摩
山
手
前
途
中
白
石
有
、
其
先
赤
石
有
、
向
田
御
仮
屋

川
の
向
、
大
小
路
宿
、
鯉
二
本
、
一
尺
六
寸
、
惣
長
二
尺
四
寸
、
一

本
一
尺
一
寸
位
ニ
、
酒
一
樽
、
平
佐
よ
り
貰
、
役
人
及
也
、
■
■
■

田
原
拾
右
衛
門 

 
 
 

廿
一
日 

一
川
降
り
、
昼
す
き
八
幡
江
参
詣
、
前
野
原
鳥
井
迄
二
町
、
惣
三
丁
御

社
、
右
ノ
方
田
地
藪
山
を
通
り
出
切
、
左
右
田
、
路
戌
ノ
方
向 

一
高
キ
郡
境
ヲ
木
一
、
川
石
橋
有
、
湯
田
峠
小
休
、
松
木
海
道
、
山
中

右
之
方
高
ミ
江
休
、
昼
休
、
一
里
手
前
、
一
高
城
郡
之
内
西
方
坂
ノ

上
右
江
海
見
得
、
コ
シ
キ
嶋
見
、
一
西
方
宿
川
尻
浜ハ

マ

付
い
わ
し
宿
亭

子
跡
々
ゟ
新
宅
ハ
沽
ハ
沽
被
申
、
六
六
お
の
方
い
ろ

く
、
一
あ
く

ね
大
川
人
馬
次
立
宿
、
鉄
砲
四
丁
あ
り
、
不
動
ノ
絵
に
て
、
一
香
ノ

出
ル
宿
、
手
前
左
右
田
し
お
は
に
大
ば
し
を
掛
ル
、
あ
く
ね
宿
へ
入

前
あ
わ
ひ
茶
名
物
、
川
上
八
郎
左
衛
門
殿
屋
敷 

 

●
廿
二
日 

あ

く
ね
立 

一
同
所
町
出
切
御
か
り
屋
、
其
先
大
砲
五
丁
、
其
先
右
十
七
八
丁
を
離

レ
て
、
郷
嶋
鹿
多
シ
、
大
御
隠
居
様
、
八
代
よ
り
此
嶋
ニ
社
有
、
拝

殿
ハ
通
り
右
ノ
海
ニ
有
、
四
方
明
キ
、
此
間
平
地
踏
付
「
■
是
先
石

キ
ザ
少
シ
有
、
「
此
道
左
ノ
方
脇
本
也
、
天
草
江
通
船
候
由
、
野
田

境
木
路
之
西
ニ
有
、
高
尾
野
ノ
境
川
土
橋
あ
り
、
本
曙
橋
左
ニ
人
、

上
使
路
通
り
、
此
方
一
里
位
ノ
辺
、
入
口
ノ
畦
、
ひ
め
ツ
ば
き
多
シ
、

出
水
境
御
新
田
ミ
ぞ
筋
に
■
木
立
ミ
そ
三
ツ
位
、
麓
ゟ
一
ツ
位
ノ
水

上
、
右
人
家
天
草
人
ウ
ツ
リ
居 

 

川
ノ
上
通
の
ひ
取
揚
方
川
渡
り
、
米
ノ
津
江
■
ツ
時
分
着
、
野
村
源

四
郎
宿
客
屋
、
廿
三
日
、
晴
、
七
ツ
半
立
、
肥
後
入
、
水
マ
タ
昼
休
、

歌
坂
同
所
三
太
郎
、
忍
ニ
大
郎
山
中
、
忍
ニ
峠
有
、
暫
進
眺
北
、
■

天
草
・
肥
前
大
村
見
ゆ
、
湯
之
■
浦
宮
嶋
十
助
所
立
宿
、
イ
ナ
リ
有
、

ク
■
フ
成
ル
、
同
峠
有
、
佐
敷
泊
浦
ゟ
満
湯
有 

「
め
し
二
十
銭
、
汁
十
八
、
付
■
二
ツ
、
二
文
」 

 
  

 
 
 

廿
四
日 

一
七
ツ
半
佐
敷
立
、
後
の
山
佐
敷
大
郎
越
、
田
ノ
浦
立
宿
暮
崎
弥
十
所

新
宅
浜
沙
ぬ
り
、
熊
本
菓
子
・
梅
干
出
ル
、
赤
松
太
郎
峠
・
ひ
な
く

此
辺
川
は
バ
一
■
町
半
計 

御
手
洗
■
■
■
■
■
孫
右
衛
門 

左
ノ
方 

〻
〻
〻 

八
ツ 

(

天
部
欄
外) 

小
休 

（
マ
マ
） 

（
マ
マ
） 
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一
八
十
蔵
焇
煙
引
定
、
苗
代
川
壺
や
石
之
段
、
此
前
御
宿
市
来
・
串
木

野
之
内
五
反
田
御
休
場
跡
有
、
橋
の
先
高
キ
所
社
の
様
な
る
所
、
一

市
来 

ノ
ミ
な
と
人
馬
頭
、
其
先
シ
テ
ハ
マ
ヒ
ロ
シ
、
ア
ブ
ラ
ヤ
ヲ
モ
ト
右
如
小
松
木

植
有 

之
内
薩
摩
山
手
前
途
中
白
石
有
、
其
先
赤
石
有
、
向
田
御
仮
屋

川
の
向
、
大
小
路
宿
、
鯉
二
本
、
一
尺
六
寸
、
惣
長
二
尺
四
寸
、
一

本
一
尺
一
寸
位
ニ
、
酒
一
樽
、
平
佐
よ
り
貰
、
役
人
及
也
、
■
■
■

田
原
拾
右
衛
門 

 
 
 

廿
一
日 

一
川
降
り
、
昼
す
き
八
幡
江
参
詣
、
前
野
原
鳥
井
迄
二
町
、
惣
三
丁
御

社
、
右
ノ
方
田
地
藪
山
を
通
り
出
切
、
左
右
田
、
路
戌
ノ
方
向 

一
高
キ
郡
境
ヲ
木
一
、
川
石
橋
有
、
湯
田
峠
小
休
、
松
木
海
道
、
山
中

右
之
方
高
ミ
江
休
、
昼
休
、
一
里
手
前
、
一
高
城
郡
之
内
西
方
坂
ノ

上
右
江
海
見
得
、
コ
シ
キ
嶋
見
、
一
西
方
宿
川
尻
浜ハ

マ

付
い
わ
し
宿
亭

子
跡
々
ゟ
新
宅
ハ
沽
ハ
沽
被
申
、
六
六
お
の
方
い
ろ

く
、
一
あ
く

ね
大
川
人
馬
次
立
宿
、
鉄
砲
四
丁
あ
り
、
不
動
ノ
絵
に
て
、
一
香
ノ

出
ル
宿
、
手
前
左
右
田
し
お
は
に
大
ば
し
を
掛
ル
、
あ
く
ね
宿
へ
入

前
あ
わ
ひ
茶
名
物
、
川
上
八
郎
左
衛
門
殿
屋
敷 

 

●
廿
二
日 

あ

く
ね
立 

一
同
所
町
出
切
御
か
り
屋
、
其
先
大
砲
五
丁
、
其
先
右
十
七
八
丁
を
離

レ
て
、
郷
嶋
鹿
多
シ
、
大
御
隠
居
様
、
八
代
よ
り
此
嶋
ニ
社
有
、
拝

殿
ハ
通
り
右
ノ
海
ニ
有
、
四
方
明
キ
、
此
間
平
地
踏
付
「
■
是
先
石

キ
ザ
少
シ
有
、
「
此
道
左
ノ
方
脇
本
也
、
天
草
江
通
船
候
由
、
野
田

境
木
路
之
西
ニ
有
、
高
尾
野
ノ
境
川
土
橋
あ
り
、
本
曙
橋
左
ニ
人
、

上
使
路
通
り
、
此
方
一
里
位
ノ
辺
、
入
口
ノ
畦
、
ひ
め
ツ
ば
き
多
シ
、

出
水
境
御
新
田
ミ
ぞ
筋
に
■
木
立
ミ
そ
三
ツ
位
、
麓
ゟ
一
ツ
位
ノ
水

上
、
右
人
家
天
草
人
ウ
ツ
リ
居 

 

川
ノ
上
通
の
ひ
取
揚
方
川
渡
り
、
米
ノ
津
江
■
ツ
時
分
着
、
野
村
源

四
郎
宿
客
屋
、
廿
三
日
、
晴
、
七
ツ
半
立
、
肥
後
入
、
水
マ
タ
昼
休
、

歌
坂
同
所
三
太
郎
、
忍
ニ
大
郎
山
中
、
忍
ニ
峠
有
、
暫
進
眺
北
、
■

天
草
・
肥
前
大
村
見
ゆ
、
湯
之
■
浦
宮
嶋
十
助
所
立
宿
、
イ
ナ
リ
有
、

ク
■
フ
成
ル
、
同
峠
有
、
佐
敷
泊
浦
ゟ
満
湯
有 

「
め
し
二
十
銭
、
汁
十
八
、
付
■
二
ツ
、
二
文
」 

 
  

 
 
 

廿
四
日 

一
七
ツ
半
佐
敷
立
、
後
の
山
佐
敷
大
郎
越
、
田
ノ
浦
立
宿
暮
崎
弥
十
所

新
宅
浜
沙
ぬ
り
、
熊
本
菓
子
・
梅
干
出
ル
、
赤
松
太
郎
峠
・
ひ
な
く

此
辺
川
は
バ
一
■
町
半
計 

御
手
洗
■
■
■
■
■
孫
右
衛
門 

左
ノ
方 

〻
〻
〻 

八
ツ 

(

天
部
欄
外) 

小
休 

（
マ
マ
） 

（
マ
マ
） 
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温
泉
有
、 

 

立
寄
見
る
■
■
■
彼
■
舟
よ
り
■
■
町
側
へ
暫
山

歩
、
向
へ
石
ノ
方
大
庄
や
水
車
有
所
、
石
庄
や
く
ま
け
渡
り
よ
り
萩

原
村 
〇
八
代
宿
客
屋
フ
ス
マ
紅
石
す
り
有
所 

 

〇
燈
台
ノ
コ
ト
ヲ
燭
台
と
云
、
○
紅
ヨ
リ
ツ
ル
ノ
ヲ
燈
台
ト
云
、
○

カ
ン
ナ
ベ
ヲ
〇
チ
ョ
シ
ナ
ベ
〇
ジ
ミ
ヲ
燈
心
ハ
ニ
ヒ
ニ
ヲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

此
間
ノ
皮
五
六
部
ノ
コ
ル 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一
尺
八
寸
後
切
片 

 

八
代 

一
酒
一
升 

二
百
四
十
文 

 

日
な
く
御
鉢
浦 

一
め
し
十
六 

一
汁
十
八 

 

■
■ 

一
め
し 

 

■
■ 

 
 
 

廿
五
日 

八
代
立
七
ツ
半 

一
種
山
大
庄
や
ヲ
田
貞
之
丞
所
小
立
、
菊
花
枯
葩
有
所
、
○
宮
之
原
町

此
町
ハ
間
ノ
町
宿
也
、
小
川
町
中
ニ
土
橋
有
、
其
先
ノ
町
吉
沢
善
兵

衛
所
昼
休
、
吉
左
衛
門
字
段
々
有
、
瓦
ノ
葺
所
有
、
右
ノ
前
切
左
右

田
村
有
、
川
江
村
下
川
江
村
上
り
、
○
豊
福
キ
三
角
屋
清
蔵
所
小

立
、
田
中
茶
屋
路
ゟ
左
う
と
、
肥
後
二
男
家
持
切
三
万
石
、
高
里
小

立
川
尻
之
川
船
渡
シ
、
川
尻
宿
山
城
屋
新
藤
吉
左
衛
門
殿
掛
口
鯛
、

菓
子
、
ま
ん
中
、
は
ま
す
出 

 
 
 

十
月
廿
六
日 

一
七
ツ
半
川
尻
立
、
下
本
町
赤
星
伝
三
郎
立
宿
、
供
仕
度
遣
城
■
下

通
、
此
通
筋
門
五
ツ
通
ル
、
此
間
ハ
歩
行
、
上
本
町
立
宿
、
蕪
木
一

三
郎
所
仕
度
遣
、
町
出
切
よ
り
大
過
ニ
出
ル
、
亥
ノ
方
ニ
向
、
植
木

昼
休
、 

 
 

出
切
先
ノ
方
、
路
北
ノ
方
ニ
向
、
左
あ
す
な
ろ
山
み

は
り
の
宿
、
横
の
町
小
立
、
但
、
山
鹿
江
一
リ
半
手
前
、
〇
手
前
の

田
ハ
山
鹿
の
内
、
入
口
ニ
川
有
、
土
橋
有
、
山
鹿
本
陣
早
川
五
郎
左

衛
門 

 
 
 

廿
七
日 

一
七
ツ
半
、
山
鹿
立 

一
光
行
寺
小
立
宿
、
此
所
ニ
而
挑
灯
引
、
古
江

コ

エ

町
や
め
や
善
兵
衛
小
立
、

川
有
、
土
橋
、
南
ノ
岡
町
昼
休
、
角
屋
甚
兵
衛
所
、
是
ヨ
リ

■
田

中
、
右
大
津
大
明
神
、
坂
ノ
上
外
村
筑
肥
境
木
熊
本
ヨ
リ
十
一
リ
八

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

山
名
村 

〻 

〻 

〻
〻 

 

〻
〻 

 

〻 
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丁
二
十
間
筑
原
駅
小
立
、
瀬
高
町
、
右
ギ
ヲ
ン
同
町
仮
屋
小
立
、
こ

レ
ゟ
く
る
め
領
一
町
位
、
シ
テ
境
右
き
土
橋
下
モ
水
車
之
所
羽
犬
ツ

カ
宿
御
茶
屋 

 
 
 

廿
八
日 

一
羽
犬
ツ
カ
七
ツ
半
過
立
、
一
丈
之
境
や
喜
作
所
小
立
、
愛
護
松
原
左

ノ
方
東
円
寺
御
祈
祷
寺
桜
尾
小
立
、
下
高
羅
右
之
方
山
高
羅
山
、
右

之
山
之
下
府
中
長
崎
屋
末
吉
所
小
立
、
鯉
一
本
献
棒
頭
ゟ
鯉
一
本
一

尺
三
寸
位
、
本
か
モ
二
番
、
右
町
出
切
左
之
方
蔵
有
、
其
向
フ
久
留

米
の
御
城
下
、
白
か
城
の
見
得
候
所
、
右
ノ
道
豊
後
通
り
、
筑
後
川

船
渡
シ
松
崎 

 
 
 

昼
休
、
乙
熊
様
宗
嶋
造
酒
製
ノ
処
、
筑
後
境

右
立
筑
前
山
家 

 
 
 
 

宿 

 
 
 

廿
九
日 

一
七
ツ
半
立
、
冷
水
峠
小
立
、
内
野
小
立
、
挑
灯
引
天
道
町
渕
之
上
一

六
処
小
立
、
飯
塚
宮
崎
善
兵
衛
所
昼
休
、
〇
小
武
之
田
村
道
栄
庭
小

立
、
〇
当
月
十
七
日
晩
迄
、
御
本
丸
御
焼
失
之
御
飛
脚
通
る
、
能ノ

フ

方

■
町
出
切
川
有
、
船
渡
、
此
川
ハ
小
倉
迄
流
候
半
、
舟
帆
掛
通
る
、

○
取
納
ハ
米
大
豆
の
由
、
す
ぐ
ハ
自
分
勝
手
ニ
致
候
由
、
木
や
ノ
せ

町
中
村
源
平
所
宿 

 
 
 

朔
日 

晴 

一
挑
灯
引
連
、
木
屋
之
瀬
立
、
石
坂
い
ち
ふ
の
木
定
右
衛
門
所
小
立
、

上
之
原
天
満
宮
庭
小
立 

 
 
 
 
 
 
 

■ 

黒
崎
海
老
や
仁
右
衛
門
所 

宿 
 
 
 
 

塩 

 
 
 

十
一
月
二
日 

晴 

一
四
ツ
半
時
分
、
黒
崎
出
帆
、
大
鐘
前
下
之
関
江
着
、
焼
物
屋
見
物 

 
 
 

三
日 

晴 

一
下
之
関
日
出
前
出
船
、
前
田
江
二
時
位
世
話
掛
り
致
、
夫
ゟ
田
之
浦

江
一
時
半
■
掛
り
ニ
仕
候
、
其
内
上
陸
致
、
夜
五
時
分
北
東
風
ニ
相

成
、
此
処
ニ
而
ハ
難
居
、
下
之
関
江
コ
キ
、
満
月
夜
五
ツ
半
時
分
田

之
浦
ゟ
下
関
迄
半
り
位 

 
 
 

四
日 

一
下
之
関
滞
船
上
陸
致 

 

松
崎
觧
䌫
着
下
関
絳
裙
含
情
露
紅
顔
離
人
昨
夜
青
楼
宿
今
日
船
中
心

自
閑 

 
 
 

五
日 

一
■
昨
夜
八
ツ
半
時
分
、
下
之
関
出
帆
、
昼
八
ツ
時
分
徳
淀
江
手
時
位

■
し
を
掛
致
、
夫
ゟ
益
順
風
ニ
而
、
上
ノ
関
江
夜
五
ツ
時
分
着
致 

〻
〻
〻
〻
〻 

〻 

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

〻
〻
〻 

〻 半 

（
竹
） 

（
原
空
白
） 

〻 
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丁
二
十
間
筑
原
駅
小
立
、
瀬
高
町
、
右
ギ
ヲ
ン
同
町
仮
屋
小
立
、
こ

レ
ゟ
く
る
め
領
一
町
位
、
シ
テ
境
右
き
土
橋
下
モ
水
車
之
所
羽
犬
ツ

カ
宿
御
茶
屋 

 
 
 

廿
八
日 

一
羽
犬
ツ
カ
七
ツ
半
過
立
、
一
丈
之
境
や
喜
作
所
小
立
、
愛
護
松
原
左

ノ
方
東
円
寺
御
祈
祷
寺
桜
尾
小
立
、
下
高
羅
右
之
方
山
高
羅
山
、
右

之
山
之
下
府
中
長
崎
屋
末
吉
所
小
立
、
鯉
一
本
献
棒
頭
ゟ
鯉
一
本
一

尺
三
寸
位
、
本
か
モ
二
番
、
右
町
出
切
左
之
方
蔵
有
、
其
向
フ
久
留

米
の
御
城
下
、
白
か
城
の
見
得
候
所
、
右
ノ
道
豊
後
通
り
、
筑
後
川

船
渡
シ
松
崎 

 
 
 

昼
休
、
乙
熊
様
宗
嶋
造
酒
製
ノ
処
、
筑
後
境

右
立
筑
前
山
家 

 
 
 
 

宿 

 
 
 

廿
九
日 

一
七
ツ
半
立
、
冷
水
峠
小
立
、
内
野
小
立
、
挑
灯
引
天
道
町
渕
之
上
一

六
処
小
立
、
飯
塚
宮
崎
善
兵
衛
所
昼
休
、
〇
小
武
之
田
村
道
栄
庭
小

立
、
〇
当
月
十
七
日
晩
迄
、
御
本
丸
御
焼
失
之
御
飛
脚
通
る
、
能ノ

フ

方

■
町
出
切
川
有
、
船
渡
、
此
川
ハ
小
倉
迄
流
候
半
、
舟
帆
掛
通
る
、

○
取
納
ハ
米
大
豆
の
由
、
す
ぐ
ハ
自
分
勝
手
ニ
致
候
由
、
木
や
ノ
せ

町
中
村
源
平
所
宿 

 
 
 

朔
日 

晴 

一
挑
灯
引
連
、
木
屋
之
瀬
立
、
石
坂
い
ち
ふ
の
木
定
右
衛
門
所
小
立
、

上
之
原
天
満
宮
庭
小
立 

 
 
 
 
 
 
 

■ 

黒
崎
海
老
や
仁
右
衛
門
所 

宿 
 
 
 
 

塩 

 
 
 

十
一
月
二
日 

晴 

一
四
ツ
半
時
分
、
黒
崎
出
帆
、
大
鐘
前
下
之
関
江
着
、
焼
物
屋
見
物 

 
 
 

三
日 

晴 

一
下
之
関
日
出
前
出
船
、
前
田
江
二
時
位
世
話
掛
り
致
、
夫
ゟ
田
之
浦

江
一
時
半
■
掛
り
ニ
仕
候
、
其
内
上
陸
致
、
夜
五
時
分
北
東
風
ニ
相

成
、
此
処
ニ
而
ハ
難
居
、
下
之
関
江
コ
キ
、
満
月
夜
五
ツ
半
時
分
田

之
浦
ゟ
下
関
迄
半
り
位 

 
 
 

四
日 

一
下
之
関
滞
船
上
陸
致 

 

松
崎
觧
䌫
着
下
関
絳
裙
含
情
露
紅
顔
離
人
昨
夜
青
楼
宿
今
日
船
中
心

自
閑 

 
 
 

五
日 

一
■
昨
夜
八
ツ
半
時
分
、
下
之
関
出
帆
、
昼
八
ツ
時
分
徳
淀
江
手
時
位

■
し
を
掛
致
、
夫
ゟ
益
順
風
ニ
而
、
上
ノ
関
江
夜
五
ツ
時
分
着
致 

〻
〻
〻
〻
〻 

〻 

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

〻
〻
〻 

〻 半 

（
竹
） 

（
原
空
白
） 

〻 
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ス
、
海
上
三
十
六
リ 

 
 
 

六
日 

一
北
東
風
ニ
付
滞
船
、
左
ノ
方
室
ノ
津
ニ
取
付
、
は
な
れ
嶋
相
応
上
ノ

雨
也
、
宝
ノ
ツ
見
物
致
、
暫
■
黒
崎
問
屋
御
立
寄
、
木
先
嶋
見
合
セ

也
ハ
モ
一
ツ
一
尺
八
寸
、
○
此
日
魚
一
ツ 

一
尺
二
寸 

一
朱
、
一

〆
四
度
之
由 

 
 
 

七
日 

 
 
 
 
 

一
な
ま
干
一
ツ 

大
廿
四
文 

一
五
ツ
半
比
上
ノ
関
出
船
、
お
し
船
昼
過
あ
け
ノ
塩
江
半
時
計
塩
掛
致
、

矢
張
お
し
船
ニ
而
沖
之
か
む
ろ
江
五
ツ
半
時
分
着
、
夜
雨
ふ
る
也 

 
 
 

八
日 

 

海
上
七
里
こ
ぎ
船 

一
沖
か
む
ろ
江
帰
船
、
時
々
雨
降
也
、
昼
八
ツ
時
出
帆
、
順
風
ニ
而
つ

わ
江
暮
時
分
着
船
、
舟
も
ゆ
り
候
ニ
付
、
役
所
江
申
、
夜
四
ツ
過
時

分
陸
江
上
リ
、
次
兵
衛
手
当
ニ
而
酒
宴
一
宿
致
也
、
海
上
五
里
ト
申

事
候
得
と
も
八
リ
位
之
海
上
と
考
候 

 
 
 

九
日 

一
日
出
時
分
つ
わ
出
帆
、
日
入
少
前
あ
き
之
御
手
洗
江
着
、
海
上
十
三

リ
、
服
白
一
、
一
尺
五
寸
、
但
、
め
ゟ
四
匁 

 

周
防
山
、
四
国
山
雪
見
、
周
防
な
だ
ア
シ
カ
ト
云
ケ
ダ
モ
ノ
岩
ノ
上

江
上
リ
ヲ
ル 

 
 
 

十
日 

一
安
■
キ
ノ
御
手
洗
、
夜
九
ツ
半
時
位
出
帆
、
ゆ
け
と
申
処
ニ
而
、
夜

明
け
夜
五
ツ
■
時
分
し
も
つ
い
江
着
、
海
上
二
十
五
里 

 
 
 

十
一
日 

し
も
つ
い 

一
追
風
ニ
而
強
船
頭
ハ
出
帆
之
儀
申
候
得
と
も
、
役
所
ゟ
申
ニ
而
滞
船 

一
四
ツ
前
時
分
、
廿
五
六
間
計
ノ
蒸
気
船
、
此
ミ
な
と
ノ
前
半
道
位
ノ

処
上
リ
ニ
通
船
致
バ
、
い
ら
島
と
云
一
里
半
位
ノ
処
ノ
わ
き
の
洲
江

不
案
内
ニ
而
■
か
ゝ
り
、
大
炮
二
三
度
打
候
由
、
風
強
く
候
而
不
開

候
、
夫
ニ
而
も
船
不
動
、
如
此
処
ニ
而
、
此
方
ゟ
舟
二
■
■
さ
う
、

蒸
気
船
江
乗
り
候
由
承
り
候
得
と
も
何
事
も
相
不
分
候
、
追
々
御
城

下
江
飛
脚
参
候
由
、
一
■
■
與
ハ
三
百
人
位 

 
 
 

十
二
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ア
メ
リ
カ
人 

一
今
日
者
昨
日
ゟ
も
風
強
不
宜
、
下
追
江
滞
船
、
○
四
ツ
時
分
蘭
人
三

人
、
暫
此
陸
江
上
り
、
見
物
人
多
く
候
、
尤
宰
領
人
四
人
位
付
居

候
、
○
金
ハ
百
五
十
文
、
御
案
内
を
致
せ
ト
申
事
ノ
由 

小
糸 

〻 

〻 

右 

関 

一
風
強
く
嶋
能
見
ニ
も 

〻
〻 

前 

の
り 

の
り 

〻
〻 

〻
〻
〻
〻
〻 

 

イ
国
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一
は
り
ま
地
十
反 

 

一
帯
地
四
反 

四
間
帯
一
反 

 

右
シ
モ
ツ
イ
ニ
候
ハ
取
入
、
〇
■
■
■
■
■
■
■
■
異
船
出
帆
早
朝

出
帆
ニ
而
候
半 

 
 
 

十
三
日 

一
日
出
下
追
出
帆
、
順
風
讃
州
ノ
前
江
異
船
掛
り
居
、
て
ん
ま
ニ
而
右

之
方
江
向
ケ
、
三
四
人
位
乗
居
候
、
日
入
前
室
江
着
、
海
上
順
風
二

十
里 

 
 
 

十
四
日 

一
六
半
時
分
室
立
後
ノ
岡
室
坂 

 

正
條
昼
休 

 
 
 

所
杉
ノ
作
木
有
、
正
條
川
舟
頭 

日
入
前
姫
路

井
之
内
甚
左
衛
門
所
着 

 

此
辺
誰
学
七
七
術
、
躑
躅
満
枝
帯
赤
腹
正
是
仲
冬
十
一
月
見
花
寔
憶

不
如
帰 

一
鼻
紙
袋
皮
他
一
ツ
取
入
、
〇
け
し
の
花
有 

 
 
 

十
五
日 

一
七
ツ
半
時
分
姫
路
立
、 

 

御
着
小
立
、
加
古
川
昼
休
、
京
塚
屋
庄

兵
衛
所
手
前
ニ
川
有
、
船
渡
、
帆
掛
舟
多
シ 

 

大
蔵
谷
日
入
時
分
着
、
吉
井
五
郎
兵
衛
所 

 

山
家
屋
長
兵
衛
江
鯛
の 

 
 

進
上 

 
 
 

十
六
日 

一
七
ツ
半
明
石
大
蔵
谷
立
、
西
垂
井
大
津
屋
宗
三
郎
所
小
立
、
庭
江
松

木
作
物
有
、
此
間
舞
子
浜
一
ノ
谷
ノ
路
側
厚
盛
墓
有
、
茶
屋
そ
ば
名

物
、
此
前
異
船
通
り
江
戸
引
乎
、
○
ケ
ラ
マ
ツ
ヽ
シ
有
、
須
磨
和
泉

屋
治
兵
衛
所
小
立
、
○
兵
庫
昼
休 

 
 
 

所
、
此
処
ニ
而
此
前
御

昼
休
、
亭
子
畠
山
助
右
衛
門
ゟ
菓
子
衆
に
箱
進
上
、
此
左
右
ノ
畑
井

多
シ
、
湊
川
楠
公
墓
左
ノ
方
岡
ノ
杉
山
也
、
其
下
湊
船
多
シ
、
右
ノ

方
イ
ク
田
社 

 
 
 
 
 

小
立 

 

川
内
や
治
兵
衛
所
小
立
、
辻
井
丸
や
男
助
所
小
立 

 

西
之
宮 

 
 
 
 

日
入
前
着
、
菊
浜
塩
進
上 

 
 
 

十
七
日 

一
七
ツ
半
西
之
宮
立
、
○
白
川
、 

 
 

川
、
イ
タ
は
し
、
天
ヶ
崎
小

町
屋
与
市
所
小
立
、
天
ヶ
崎
ニ
は
し
、
左
之
方
城
下
大
黒
は
し
、
神

崎
小
立
、
さ
ゝ
ん
茶
、
神
崎
川
船
渡
シ
、
十
三
川
、
十
三
村 

 

昼
休
■ 

 
 

大
坂
着 

 

大
坂
着 

 
 
 

十
八
日 

〻
〻 

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

此
宿
ふ
す
ま
芭
蕉
布
張 

（
原
空
白
） 

当
分
水
不
流 

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

徳
尾･

永
井
参
候 

〻
〻 

（
原
空
白
） 

〻
〻
〻 
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一
は
り
ま
地
十
反 

 

一
帯
地
四
反 

四
間
帯
一
反 

 

右
シ
モ
ツ
イ
ニ
候
ハ
取
入
、
〇
■
■
■
■
■
■
■
■
異
船
出
帆
早
朝

出
帆
ニ
而
候
半 

 
 
 

十
三
日 

一
日
出
下
追
出
帆
、
順
風
讃
州
ノ
前
江
異
船
掛
り
居
、
て
ん
ま
ニ
而
右

之
方
江
向
ケ
、
三
四
人
位
乗
居
候
、
日
入
前
室
江
着
、
海
上
順
風
二

十
里 

 
 
 

十
四
日 

一
六
半
時
分
室
立
後
ノ
岡
室
坂 

 

正
條
昼
休 

 
 
 

所
杉
ノ
作
木
有
、
正
條
川
舟
頭 

日
入
前
姫
路

井
之
内
甚
左
衛
門
所
着 

 

此
辺
誰
学
七
七
術
、
躑
躅
満
枝
帯
赤
腹
正
是
仲
冬
十
一
月
見
花
寔
憶

不
如
帰 

一
鼻
紙
袋
皮
他
一
ツ
取
入
、
〇
け
し
の
花
有 

 
 
 

十
五
日 

一
七
ツ
半
時
分
姫
路
立
、 

 

御
着
小
立
、
加
古
川
昼
休
、
京
塚
屋
庄

兵
衛
所
手
前
ニ
川
有
、
船
渡
、
帆
掛
舟
多
シ 

 

大
蔵
谷
日
入
時
分
着
、
吉
井
五
郎
兵
衛
所 

 

山
家
屋
長
兵
衛
江
鯛
の 

 
 

進
上 

 
 
 

十
六
日 

一
七
ツ
半
明
石
大
蔵
谷
立
、
西
垂
井
大
津
屋
宗
三
郎
所
小
立
、
庭
江
松

木
作
物
有
、
此
間
舞
子
浜
一
ノ
谷
ノ
路
側
厚
盛
墓
有
、
茶
屋
そ
ば
名

物
、
此
前
異
船
通
り
江
戸
引
乎
、
○
ケ
ラ
マ
ツ
ヽ
シ
有
、
須
磨
和
泉

屋
治
兵
衛
所
小
立
、
○
兵
庫
昼
休 

 
 
 

所
、
此
処
ニ
而
此
前
御

昼
休
、
亭
子
畠
山
助
右
衛
門
ゟ
菓
子
衆
に
箱
進
上
、
此
左
右
ノ
畑
井

多
シ
、
湊
川
楠
公
墓
左
ノ
方
岡
ノ
杉
山
也
、
其
下
湊
船
多
シ
、
右
ノ

方
イ
ク
田
社 

 
 
 
 
 

小
立 

 

川
内
や
治
兵
衛
所
小
立
、
辻
井
丸
や
男
助
所
小
立 

 

西
之
宮 

 
 
 
 

日
入
前
着
、
菊
浜
塩
進
上 

 
 
 

十
七
日 

一
七
ツ
半
西
之
宮
立
、
○
白
川
、 

 
 

川
、
イ
タ
は
し
、
天
ヶ
崎
小

町
屋
与
市
所
小
立
、
天
ヶ
崎
ニ
は
し
、
左
之
方
城
下
大
黒
は
し
、
神

崎
小
立
、
さ
ゝ
ん
茶
、
神
崎
川
船
渡
シ
、
十
三
川
、
十
三
村 

 

昼
休
■ 

 
 

大
坂
着 

 

大
坂
着 

 
 
 

十
八
日 

〻
〻 

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

此
宿
ふ
す
ま
芭
蕉
布
張 

（
原
空
白
） 

当
分
水
不
流 

（
原
空
白
） 

（
原
空
白
） 

徳
尾･

永
井
参
候 

〻
〻 

（
原
空
白
） 

〻
〻
〻 
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一
大
坂
滞
在
、
四
橋
辺
見
物 

 
 
 

十
九
日 

一
同
滞
在
、
藤
左
衛
門
、
同
船
ニ
而
御
城
見
物 

 
 
 

廿
日 

一
九
ツ
時
分
ゟ
川
登
り
■ 

 
 
 

廿
一
日 

一
今
焼
七
ツ
時
分 

見
着
、
直
ニ
文
珠
所
へ
止
リ
挑
灯
引
立 

 
 

草
津
姥
の
鉼
ム
チ
名
物 

 
 
 

廿
二
日 

 
 
 
 
 
 

 

一
城
七
ツ
半
時
分
■ 

 
 
 

立
、
暮
見
小
立
、
石
色
村
小
立
、
夏
見

や
立
、
桜
川
酒
有
、
田
川
小
立
、
水
口
、
鵜
飼
伝
左
衛
門
所
昼
休
、

松
野
小
立
、
土
山
○
坂
之
下
着
船
、
一 

 
 
 

廿
三
日 

一
坂
之
下
七
ツ
時
分
立
、
左
筆
捨
山
関 

 
 

小
立
、
右
小
井
い
セ
路

勢
州
亀
山
城
下
庄
野
昼
休
、
杖
ツ
キ
■
ま
ん
中
冨
田
、
焼
蛤
名
物
桑

名
、
四
季
花
着
、
名
物 

 
 
 

廿
四
日 

一
桑
名
六
半
立
、
川
登
り
三
リ
之
筈
候
所
渇
水
ニ
而
、
一
リ
半
位
ノ
処

ゟ
上
陸
、
佐
や
本
陣
岩
間
権
右
衛
門
所
小
休 

一
玉
子
十
二
重
之
内
一
、
み
り
ん
一
、
爰
父
子
ゟ
進
上
、
神
守
昼
休
、

猪
飼
猪
三
郎
所
、
晩
五
時
分
、
宮
い
セ
や
伝
左
衛
門
所
宿
、
尤
上
使

通
り
ニ
付
、
初
而
此
宿
相
付
由
、
喜
右
衛
門
・
喜
悦
夜
咄
候
、
呼
趣

有
、
五
人
、
熱
田
神
主
ゟ
菓
子
折
進
上
、
当
所
名
物
割
干
大
根
進
上 

 
 
 

十
一
月
廿
五
日 

一
五
ツ
時
宮
立
、
昨
夜
雪
ふ
る
、
此
前
も
如
斯
之
由
、
鳥
井
善
左
衛
門

所
昼
休
、
当
所
名
物
そ
ば
、
酒
肴
類
進
上
、
五
ツ
時
分
恩
崎
大
津
勘

左
衛
門
所 

 
 
 

廿
六
日 

一
仝
日
恩
崎
挑
灯
引
立 

一
藤
川
森
川
休
左
衛
門
所
小
休
、
黒
亀
進
上 

一
宝
蔵
寺
門
前
鈴
木
新
助
所
小
立
、
雉
進
上
、
七
歳 

一
御
油
昼
休
、
鈴
木
善
四
郎
所
至
ニ
み
か
ん
一
受
進
上 

一
吉
田
中
西
与
右
衛
門
所
宿 

 
 
 

十
一
月
廿
廿
七
日 

昼 
（
原
空
白
） 

此
処
つ
た
う
お
さ
物 

（
原
空
白
） 

所
宿 

立 

（
マ
マ
） 

左
候
所
実
ニ 

十
一
リ
余 

梅
之
木 

〻
〻 
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一
七
ツ
半
時
分
、
吉
田
立
、
荒
井
田
代
斉
兵
衛
所
昼
休
、
酒
ト
取
肴
出

ル
、
し
を
か
ら
、
疋
田
弥
五
助
ゟ
進
上
、
ハ
ゼ
魚
進
上
ニ
人
多
シ 

一
西
洋
布
二
、
本
陣
江
遣
也
、
尤
舞
坂
と
改
服
ニ
而
参
候 

一
荒
井
渡
海
、
静
成
海
上 

一
舞
坂
小
立
、
仲
左
衛
門
所
、
暮
時
分
、
浜
松
伊
東
平
左
衛
門
所
着
、

雉
七
ツ
進
上 

一
今
夜
ゟ
甚
五
兵
衛
・
次
兵
衛
・
直
二
、
江
戸
立 

一
今
晩
歩
行
役
面
々
前
ニ
而
酒
遣
也 

 
 
 

廿
八
日 

一
七
ツ
半
立
、
天
龍
川
二
所
船
渡 

一
袋
井
太
田
八
兵
衛
所
昼
休
、
ニ
シ
三
ツ
進
上 

一
掛
川
鉄
屋
次
郎
右
衛
門
所
小
立
、
菖
布
取
入
日
入
、
日
坂 

 
 

所

着
、
わ
ら
ひ
も
ち
名
物 

 
 
 

廿
九
日 

 
 

冬
日
也 

 

今
七
ツ
時
立
、
大
井
川
渡
水
脚
之
辺
迄
、
将
左
衛
門
良
非
、
藤
枝
青

嶋
治
右
衛
門
所
昼
休
、
小
鯛
十
一
進
上
、
■
ウ
ド
谷
石
川
忠
左
衛
門

所
小
立
、
宝
物
■
、
名
物
進
上
、
あ
べ
川
渡
、
仲
左
衛
門
・
伊
十
郎
、

暮
時
分
府
中
、
平
尾
清
三
郎
所
着 

 
 
 

十
一
月
晦
日 

一
七
ツ
半
立
、
小
吉
田
稲
葉
源
右
衛
門
所
小
立
、
名
物
オ
し
梅
干
、
辛

子
ニ
オ
し
、
酒
・
吸
物
出
ス
、
興
津
手
塚
十
左
衛
門
所
小
立
、
名
鯛

倉
沢
川
嶋
勘
兵
衛
所
小
休
、
名
物
貝
焼
あ
わ
び
、
酒
の
ミ
有
、
冨
山

絶
景
、
由
井
脇
本
陣
平
野
四
郎
兵
衛
所
小
休
、
ミ
か
ん
、
青
の
り
、

酒
肴
出
ス
、
冨
士
川
船
渡
シ
、
■
■
■
■
蒲
原
脇
本
陣
草
谷
唯
七
所

小
休
、
ミ
か
ん
重
一
組
、
上
付
物
下
あ
わ
小
餅
近
名
物
也
、
暮
過
吉

原
長
谷
川
八
郎
兵
衛
所
着
、
玉
子
・
す
る
め
進
上
、
ゑ
ん
ゟ
ふ
じ
正

面
ニ
見 

「
倉
沢
油
木
多
シ
、
一
升
、
百
八
文
、
三
ツ
又
か
チ
有
」 

 
 
 

十
二
月
一
日 

一
今
七
ツ
半
吉
原
立
、
三
嶋
宿
瀬
口
伝
左
衛
門
所
昼
休
、
松
雲
寺
小
休
、

山
草
進
上
、
箱
様
、
山
中
■
助
右
衛
門
所
小
休
亭
主
ゟ
酒
肴
色
々
進

上
、
寒
さ
過
、
重
二
重
宗
閑
寺
ゟ
、
中
山
小
休
■
戸
や
源
兵
衛
ゟ
進

上
、
銀
子
二
両
、
備
之
者
ゟ
進
上
之
願
候
得
共
、
挨
拶
迄
ニ
テ
不
受
、

今
晩
五
ツ
時
分
、
箱
根
本
陣
川
田
覚
右
衛
門
所
着
、
前
冨
士
湖
水
正

■
面 

 
 
 

十
二
月
二
日 

宜
御
本
陣 

見 

本
陣 

（
天
部
欄
外
） 

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻 

 正 

（
原
空
白
） 
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一
七
ツ
半
時
分
、
吉
田
立
、
荒
井
田
代
斉
兵
衛
所
昼
休
、
酒
ト
取
肴
出

ル
、
し
を
か
ら
、
疋
田
弥
五
助
ゟ
進
上
、
ハ
ゼ
魚
進
上
ニ
人
多
シ 

一
西
洋
布
二
、
本
陣
江
遣
也
、
尤
舞
坂
と
改
服
ニ
而
参
候 

一
荒
井
渡
海
、
静
成
海
上 

一
舞
坂
小
立
、
仲
左
衛
門
所
、
暮
時
分
、
浜
松
伊
東
平
左
衛
門
所
着
、

雉
七
ツ
進
上 

一
今
夜
ゟ
甚
五
兵
衛
・
次
兵
衛
・
直
二
、
江
戸
立 

一
今
晩
歩
行
役
面
々
前
ニ
而
酒
遣
也 

 
 
 

廿
八
日 

一
七
ツ
半
立
、
天
龍
川
二
所
船
渡 

一
袋
井
太
田
八
兵
衛
所
昼
休
、
ニ
シ
三
ツ
進
上 

一
掛
川
鉄
屋
次
郎
右
衛
門
所
小
立
、
菖
布
取
入
日
入
、
日
坂 

 
 

所

着
、
わ
ら
ひ
も
ち
名
物 

 
 
 

廿
九
日 

 
 

冬
日
也 

 

今
七
ツ
時
立
、
大
井
川
渡
水
脚
之
辺
迄
、
将
左
衛
門
良
非
、
藤
枝
青

嶋
治
右
衛
門
所
昼
休
、
小
鯛
十
一
進
上
、
■
ウ
ド
谷
石
川
忠
左
衛
門

所
小
立
、
宝
物
■
、
名
物
進
上
、
あ
べ
川
渡
、
仲
左
衛
門
・
伊
十
郎
、

暮
時
分
府
中
、
平
尾
清
三
郎
所
着 

 
 
 

十
一
月
晦
日 

一
七
ツ
半
立
、
小
吉
田
稲
葉
源
右
衛
門
所
小
立
、
名
物
オ
し
梅
干
、
辛

子
ニ
オ
し
、
酒
・
吸
物
出
ス
、
興
津
手
塚
十
左
衛
門
所
小
立
、
名
鯛

倉
沢
川
嶋
勘
兵
衛
所
小
休
、
名
物
貝
焼
あ
わ
び
、
酒
の
ミ
有
、
冨
山

絶
景
、
由
井
脇
本
陣
平
野
四
郎
兵
衛
所
小
休
、
ミ
か
ん
、
青
の
り
、

酒
肴
出
ス
、
冨
士
川
船
渡
シ
、
■
■
■
■
蒲
原
脇
本
陣
草
谷
唯
七
所

小
休
、
ミ
か
ん
重
一
組
、
上
付
物
下
あ
わ
小
餅
近
名
物
也
、
暮
過
吉

原
長
谷
川
八
郎
兵
衛
所
着
、
玉
子
・
す
る
め
進
上
、
ゑ
ん
ゟ
ふ
じ
正

面
ニ
見 

「
倉
沢
油
木
多
シ
、
一
升
、
百
八
文
、
三
ツ
又
か
チ
有
」 

 
 
 

十
二
月
一
日 

一
今
七
ツ
半
吉
原
立
、
三
嶋
宿
瀬
口
伝
左
衛
門
所
昼
休
、
松
雲
寺
小
休
、

山
草
進
上
、
箱
様
、
山
中
■
助
右
衛
門
所
小
休
亭
主
ゟ
酒
肴
色
々
進

上
、
寒
さ
過
、
重
二
重
宗
閑
寺
ゟ
、
中
山
小
休
■
戸
や
源
兵
衛
ゟ
進

上
、
銀
子
二
両
、
備
之
者
ゟ
進
上
之
願
候
得
共
、
挨
拶
迄
ニ
テ
不
受
、

今
晩
五
ツ
時
分
、
箱
根
本
陣
川
田
覚
右
衛
門
所
着
、
前
冨
士
湖
水
正

■
面 

 
 
 

十
二
月
二
日 

宜
御
本
陣 

見 

本
陣 

（
天
部
欄
外
） 

〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
〻
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 正 

（
原
空
白
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一
挑
灯
引
立
、
御
関
通
行
、
湯
本
閑
や
郷
右
衛
門
所
小
休
、
丸
盆
一
ツ

遊
道
具
一
、
同
人
ゟ
進
上
、
小
田
原
本
陣
清
水
金
左
衛
門
所
昼
休
、

い
か
の
塩
か
ら
、
鮨
の
た
ゝ
キ
一
樽
ツ
丶
進
上
、
晩
五
ツ
時
分
大
磯

御
本
陣
小
島
才
三
郎
所
着
、
名
物
浜
石
一
躰
進
上
、
喜
左
衛
門
二
男

参
也 

 
 
 

十
二
月
三 

一
晩
七
ツ
半
大
磯
立
、
藤
沢
御
本
陣
蒔
田
源
右
衛
門
所
昼
休
、
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
長
寿
具
進
上
■
、
日
入
前
程
か
谷
御
本
陣
刈

屋
斉
兵
衛
所
着 

 
 
 

十
二
月
四
日 

一
今
暁
八
ツ
時
立
、
六
郷
川
船
渡
シ
、
中
野
喜
三
左
衛
門
大
森
迄
出

迎
、
品
川
伴
左
衛
門
所
朝
五
ツ
時
分
着
、
九
戸
ゟ
出
迎 

 

上
御
屋
敷
西
御
門
ゟ
罷
出
、
七
ツ
半
時
分
よ
り
着
祝
、
客
来
有
、
自

分
ニ
ハ
半
ゟ
引
客
之
故
、
邸
ニ
罷
被
居
候
、
一
汁
三
菜
之
料
理
出
ス 

 
 
 

五
日 

一
今
朝
四
ツ
時
分
登
殿
付
、
御
機
嫌 

一
八
ツ
後
雪
ふ
り 

 
 
 

六
日 

五
部
位 

一
八
ツ
後
ゟ
御
屋
敷
内
幷
御
庭
拝
見
、
川
上
直
左
衛
門
殿
案
内 

 
 
 

七
日 

一
今
日
八
ツ
過
ゟ
御
物
見
江
参
る 

 
 
 

八
日 

一
雪
小
シ
ふ
る 

 
 
 

九
日 

一
奥
御
座
拝
見
、
御
火
之
見
拝
見 

 
 
 

十
日 

一
六
丁
筒
、
無
音
筒
、
肥
後
七
左
衛
門
殿
持
参
ニ
而
見
ル 

 
 
 

十
一
日 

一
八
ツ
時
分
御
老
若
様
江
廻
勤
、
大
鐘
前
帰
る 

 
 
 

十
二
日 

一
高
輪
御
屋
敷
御
伺
ト
シ
テ
■
上
御
座
、
惣
御
座
拝
見
、
今
夜
九
ツ
半

時
分
地
震 

 
 
 

十
三
日 

一
今
度
持
上
リ
小
番
五
百
両
料
替
致
、
二
百
両
ハ
百
両
ニ
付
五
十
両
増

ニ
而
■
■
、
物
奉
行
■
払
状
留
致
御
届
、
然
処
跡
三
百
両
ハ
百
両
ニ

付
七
十
両
増
ニ
テ
申
請
候
と
の
事
ニ
而
、
頭
ノ
五
十
両
増
之
処
も
二

 

（
少
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十
両
か
さ
ミ
ニ
而
何
様
相
成
、
帳
面
差
引
ニ
不
致
候
而
ハ
不
相
成
■

候
へ
共
、
役
所
ゟ
申
ニ
而
思
召
、
其
懐
中
全
ノ
中
ト
候
間
、
其
出
目

ハ
歩
供
末
々
ニ
至
■
被
成
下
候
而
可
然
候
間
、
士
■
ハ
五
百
疋
ツ
ヽ
、

付
役
ハ
三
百
五
十
疋
ツ
ヽ
、
道
具
方
幷
足
軽
・
中
間
・
内
輪
足
軽
・

小
者
ハ
二
百
五
十
疋
ツ
ヽ
ニ
而
候 

一
御
城
坊
子 

 
 
 

十
二
月
十
四
日 

 
 
 

十
五
日 

一
登
城
、
万
事
掛
廻
勤 

 
 
 

十
六
日 

一
浅
草
観
音
見
物
、
吉
原
遊
ひ
、
御
方
客
居
西
筑
右
衛
門
、
高
崎
喜
兵

衛
、
御
方
客
居
付
殿
肥
田
佐
兵
衛
、
庶
役
改
色
々
兼
■
山
郷
之
丞
同

伴
、
此
方
供
新
左
衛
門
・
利
右
衛
門
・
要
吉
・
嘉
吉
・
大
七
ニ
ハ
膳

江
酒
飯
出
、
信
濃
や
善
兵
衛
参
候
共
、
敷
内
ニ
而
■
尾
張
や
江
参
、

御
ト
モ
人
箸
代
二
十
二
、
帰
り
付
鳥
歌
ひ
也 

 
 
 

十
七
日 

 
 
 

十
八
日 

一
六
ツ
半
時
分
ゟ
登
城
、
御
奉
書
御
渡
シ
拝
領
物 

 
 

下
り
掛
御
礼

廻
り 

 
 
 

十
九
日 

一
今
朝
五
ツ
時
分
、
御
近
親
様
御
三
家
田
安
様
江
御
礼
廻
り 

一
七
ツ
後
ゟ
、
増
上
寺
噯
宿
へ
歩
行
ニ
而
参
る 

 
 
 

廿
日 

一
五
ツ
時
分
廻
勤
■
上
野
明
王
院
ニ
而
昼
休
、
酒
飯
等
出
ル 

 
 
 

廿
一
日 

一
御
わ
し
拝
領
致
候 

 
 
 

廿
二
日 

一
四
ツ
前
御
広
敷
江
罷
出
、
昨
日
之
御
礼
、
直
ニ
廿
三
日
下
り
ニ
而
、

旧
ニ
而
野
羽
織
高
崎
・
一
猪
俣
同
道
ニ
而
供
、
大
円
寺
参
詣
■
■
江
参

候
ニ
ハ
上
下
着
直
也
、
上
様
御
仏
前
、
上
先
祖
仏
前
迄
参
詣
、
又
支

度
替
ニ
而
、
泉
岳
寺
封
土
墓
所
、
同
木
像
、
目
黒
の
不
動
参
り
、
渋

谷
御
屋
敷
御
座
内
御
庭
等
拝
見
致
帰
り
候
、
相
模
橋
之
尾
張
ヤ
茶
や

江
入
、
う
さ
ぎ
酒
飯
出
ル
、
四
ツ
前
帰
り 

 
 
 

廿
三
日 

御
二
方
様
ゟ 

立 

（
原
空
白
） 

〻
〻
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十
両
か
さ
ミ
ニ
而
何
様
相
成
、
帳
面
差
引
ニ
不
致
候
而
ハ
不
相
成
■

候
へ
共
、
役
所
ゟ
申
ニ
而
思
召
、
其
懐
中
全
ノ
中
ト
候
間
、
其
出
目

ハ
歩
供
末
々
ニ
至
■
被
成
下
候
而
可
然
候
間
、
士
■
ハ
五
百
疋
ツ
ヽ
、

付
役
ハ
三
百
五
十
疋
ツ
ヽ
、
道
具
方
幷
足
軽
・
中
間
・
内
輪
足
軽
・

小
者
ハ
二
百
五
十
疋
ツ
ヽ
ニ
而
候 

一
御
城
坊
子 

 
 
 

十
二
月
十
四
日 

 
 
 

十
五
日 

一
登
城
、
万
事
掛
廻
勤 

 
 
 

十
六
日 

一
浅
草
観
音
見
物
、
吉
原
遊
ひ
、
御
方
客
居
西
筑
右
衛
門
、
高
崎
喜
兵

衛
、
御
方
客
居
付
殿
肥
田
佐
兵
衛
、
庶
役
改
色
々
兼
■
山
郷
之
丞
同

伴
、
此
方
供
新
左
衛
門
・
利
右
衛
門
・
要
吉
・
嘉
吉
・
大
七
ニ
ハ
膳

江
酒
飯
出
、
信
濃
や
善
兵
衛
参
候
共
、
敷
内
ニ
而
■
尾
張
や
江
参
、

御
ト
モ
人
箸
代
二
十
二
、
帰
り
付
鳥
歌
ひ
也 

 
 
 

十
七
日 

 
 
 

十
八
日 

一
六
ツ
半
時
分
ゟ
登
城
、
御
奉
書
御
渡
シ
拝
領
物 

 
 

下
り
掛
御
礼

廻
り 

 
 
 

十
九
日 

一
今
朝
五
ツ
時
分
、
御
近
親
様
御
三
家
田
安
様
江
御
礼
廻
り 

一
七
ツ
後
ゟ
、
増
上
寺
噯
宿
へ
歩
行
ニ
而
参
る 

 
 
 

廿
日 

一
五
ツ
時
分
廻
勤
■
上
野
明
王
院
ニ
而
昼
休
、
酒
飯
等
出
ル 

 
 
 

廿
一
日 

一
御
わ
し
拝
領
致
候 

 
 
 

廿
二
日 

一
四
ツ
前
御
広
敷
江
罷
出
、
昨
日
之
御
礼
、
直
ニ
廿
三
日
下
り
ニ
而
、

旧
ニ
而
野
羽
織
高
崎
・
一
猪
俣
同
道
ニ
而
供
、
大
円
寺
参
詣
■
■
江
参

候
ニ
ハ
上
下
着
直
也
、
上
様
御
仏
前
、
上
先
祖
仏
前
迄
参
詣
、
又
支

度
替
ニ
而
、
泉
岳
寺
封
土
墓
所
、
同
木
像
、
目
黒
の
不
動
参
り
、
渋

谷
御
屋
敷
御
座
内
御
庭
等
拝
見
致
帰
り
候
、
相
模
橋
之
尾
張
ヤ
茶
や

江
入
、
う
さ
ぎ
酒
飯
出
ル
、
四
ツ
前
帰
り 

 
 
 

廿
三
日 

御
二
方
様
ゟ 

立 

（
原
空
白
） 

〻
〻
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一
拝
領
物 

 
 
 

廿
四
日 

一
六
半
時
分
ゟ
中
野
喜
三
左
衛
門
・
次
郎
兵
衛
同
道
ニ
而
、
す
か
も
野

木
屋
大
井
、
瀧
水
川
モ
ミ
ぢ
、
飛
鳥
山
、
道
観
山
夫
ゟ
奈
原
参
ル
、

夜
四
ツ
前
九
ツ
後
宿
駕
コ
ニ
而
帰
ル
、
弥
一
郎
・
弥
東
次
・
伊
十
郎

摂
之
助 

一
画 

 

一
箱
之
物 

 

右
、
一
貞
ゟ 

 
 
 

廿
五
日 

一
夜
呼
候
喜
三
左
衛
門
・
仁
兵
衛
参
ル 

 
 
 

廿
六
日 

一
御
機
嫌
伺
ト
シ
テ
上
ル 

一
高
輪
ゟ
拝
領
物
致
ス 

 
 
 

廿
七
日 

一
五
ツ
半
前
御
屋
敷
出
立
、
つ
ま
や
ニ
而
離
盃
十
人
余
、
樋
屋
敷
暫

休
、
筑
右
衛
門
・
喜
兵
衛
・
伊
右
衛
門
参
、
酒
一
通
り
、
七
半
過
川

崎
着
、
所
之
三
隠
引
三
人
参
ル 

 
 
 

廿
八
日 

一
■
挑
灯
引
立
、
横
浜
異
人
館
見
物
■
、
追
々
紫
華
之
向
吉
原
も
立
、

茶
屋
ニ
而
昼
飯
五
ツ
時
分
金
沢
江
着
、 

 
 
 
 

前
ニ
入
、
海
陸

ゟ
章
吉
三
浜
引
一
人
■ 

 
 
 

十
二
月
廿
九
日 

一
日
出
前
引
寺
ノ
上
山
ノ
上
ハ
京
之
談
有
、
鎌
倉
江
■
参
詣
、
靏
岡
八

幡
宝
物
拝
見
■
、
同
所 

 
 

休
、
元
之
嶋
社
段
ニ
有
窟
之
辨
天
前

迄
参
詣
六
少
過
藤
沢
着 

 
 
 

晦
日 

少
々
雨 

一
藤
沢
六
半
過
立
、
大
磯
昼
体 

 
 

所
小
磯
梅
沢
、
小
田
原 

 
 

着
、
喜
右
衛
門
宿
江
通
ニ
参
り 

 
 
 

正
月
元
日 

夜
雨 

一
七
ツ
半
過
立 

 

箱
根
昼
休 

一
三
嶌
樋
口
休
左
衛
門
所
、
六
ツ
少
過
着
、
元
日
祝
ひ 

 
 
 

二
日 

右
所 

一
挑
灯
引
立
、
吉
原
昼
体
、
酒
肴
等
出
ル
、
後
ゟ
追
々
塩
ふ
ぐ
出
ル
、

暮
蒲
原
草
谷
唯
七 

所
着 

〻
〻
〻 

 〻
〻
〻 
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ツ 
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正
月
三
日 

一
挑
灯
引
右
所
立
、
由
井
脇
本
陣
平
野
四
郎
兵
衛
所
小
休
、
一
此
辺
田

本
浦
、
倉
沢
川
島
勘
兵
衛
所
小
休
、
此
所
ふ
し
絶
景
、
あ
わ
ひ
二
ツ

諸
士
ゟ
進
上
、
清
見
寺
江
見
物
ト
シ
テ
参
候
、
江
尻
寺
尾
貞
太
郎
所

昼
休
、
小
吉
田
今
七
ツ
半
過
府
中
本
陣
平
尾
清
三
郎
所
着
、
家
内
親

子
出
ル 

 
 
 

四
日 

一
同
刻
立
、
蔦
一
体
貰
、
宇
都
宿
ニ
テ
藤
枝
本
陣
吉
嶋
治
右
衛
門
所
昼

休
、
か
ま
ぼ
こ
進
上 

 

暮
金
や
着 

 
 
 

五
日 

一
同
刻
直
小
夜
、
中
山
小
和
泉
や
江
小
休
、
名
物
ア
メ
ノ
餅
、
七
ツ
半

過
、
見
付
神
谷
三
浦
与
右
衛
門
所
着 

   
 
 

正
月
五
日 

晴 

一
挑
灯
引
立 

天
龍
川
船
渡
シ 

一
気
賀
本
陣
中
村
與
太
夫
所
昼
休 

一
気
賀
御
番
所
通
り
味
方
京
三
り
四
方
杜
松
・
小
松
多
シ 

一
三
ヶ
日

ミ

カ

ニ

チ

本
陣
小
池
八
右
衛
門
所
日
入
時
分
着 

 
 
 

七
日 

一
同
刻
立 

   
 
 

八
日 

一
■
同
刻
立 

吉
田
海
道 

 

右
ノ
山
ノ
上
ニ
ふ
し
見
セ
、
ふ
し
見
の
あ
て
も
此
所
云
由
、
御
油
右

豊
川
道
八
り
半
位
之
由
、
赤
坂
昼
休 

 
 

所
藤
川 

 
 
 

小
休
、

れ
い
し
、
雲
母
石
進
上
、
当
所
近
ざ
い
と
ぢ
の
木
の
つ
ぶ
さ
よ
り
生

ス
ル
由
、
れ
い
し
ノ
ね
こ
、
雲
母
石
付
居
、
日
入
前
岡
崎 

 

所
着
、
後
ノ
カ
ベ
公
家
方
よ
り
有
、
着
ニ
付
祝
ひ 

 
 
 

九
日 

一
同
刻
立
、
矢
ハ
キ
ノ
橋
二
百
八
間
船
渡
、
大
浜
小
休
、
そ
ば
、
酒
肴

出
ル
、
ち
り
う 

 
 

所
ヲ
オ
ケ
ハ
ザ
マ
、
左
ニ
ハ
カ
、
右
ニ
ヨ
ロ

イ
様
ノ
松
有
、
右
松
、
鳴
海
小
休
、
日
入
過
、
冨
山
城
や
吉
左
衛
門

所
着
、
夜 

 
 

歩
行
ニ
出
、
け
い
者
回
、
十
七 

〻 

 

六 
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正
月
三
日 

一
挑
灯
引
右
所
立
、
由
井
脇
本
陣
平
野
四
郎
兵
衛
所
小
休
、
一
此
辺
田

本
浦
、
倉
沢
川
島
勘
兵
衛
所
小
休
、
此
所
ふ
し
絶
景
、
あ
わ
ひ
二
ツ

諸
士
ゟ
進
上
、
清
見
寺
江
見
物
ト
シ
テ
参
候
、
江
尻
寺
尾
貞
太
郎
所

昼
休
、
小
吉
田
今
七
ツ
半
過
府
中
本
陣
平
尾
清
三
郎
所
着
、
家
内
親

子
出
ル 

 
 
 

四
日 

一
同
刻
立
、
蔦
一
体
貰
、
宇
都
宿
ニ
テ
藤
枝
本
陣
吉
嶋
治
右
衛
門
所
昼

休
、
か
ま
ぼ
こ
進
上 

 

暮
金
や
着 

 
 
 

五
日 

一
同
刻
直
小
夜
、
中
山
小
和
泉
や
江
小
休
、
名
物
ア
メ
ノ
餅
、
七
ツ
半

過
、
見
付
神
谷
三
浦
与
右
衛
門
所
着 

   
 
 

正
月
五
日 

晴 

一
挑
灯
引
立 

天
龍
川
船
渡
シ 

一
気
賀
本
陣
中
村
與
太
夫
所
昼
休 

一
気
賀
御
番
所
通
り
味
方
京
三
り
四
方
杜
松
・
小
松
多
シ 

一
三
ヶ
日

ミ

カ

ニ

チ

本
陣
小
池
八
右
衛
門
所
日
入
時
分
着 

 
 
 

七
日 

一
同
刻
立 

   
 
 

八
日 

一
■
同
刻
立 

吉
田
海
道 

 

右
ノ
山
ノ
上
ニ
ふ
し
見
セ
、
ふ
し
見
の
あ
て
も
此
所
云
由
、
御
油
右

豊
川
道
八
り
半
位
之
由
、
赤
坂
昼
休 

 
 

所
藤
川 

 
 
 

小
休
、

れ
い
し
、
雲
母
石
進
上
、
当
所
近
ざ
い
と
ぢ
の
木
の
つ
ぶ
さ
よ
り
生

ス
ル
由
、
れ
い
し
ノ
ね
こ
、
雲
母
石
付
居
、
日
入
前
岡
崎 

 

所
着
、
後
ノ
カ
ベ
公
家
方
よ
り
有
、
着
ニ
付
祝
ひ 

 
 
 

九
日 

一
同
刻
立
、
矢
ハ
キ
ノ
橋
二
百
八
間
船
渡
、
大
浜
小
休
、
そ
ば
、
酒
肴

出
ル
、
ち
り
う 

 
 

所
ヲ
オ
ケ
ハ
ザ
マ
、
左
ニ
ハ
カ
、
右
ニ
ヨ
ロ

イ
様
ノ
松
有
、
右
松
、
鳴
海
小
休
、
日
入
過
、
冨
山
城
や
吉
左
衛
門

所
着
、
夜 

 
 

歩
行
ニ
出
、
け
い
者
回
、
十
七 

〻 

 

六 
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雪
有 

 
 
 

十
日 

一
同
所
同
刻
立
、
佐
屋
昼
休
、
桑
名
大
鐘
時
分
着
福
嶋
や
作
左
衛
門
所

着 

 
 
 

十
一
日 

一
挑
灯
引
立
、
四
日
市 

 
 

所
昼
休
、
七
ツ
半
■
神
戸

カ

ミ

ベ 
 
 

所
着 

 
 
 

十
二
日 

一
同
刻
立
、
津
昼
休
、
暮
松
坂
米
屋 

 
 

所
着 

 
 
 

十
三
日 

一
同
刻
立
、
小
畑 

 
 

所
昼
休
、
外
宮
参
詣
、
七
ツ
後
山
田 

 
 

着
、
備
前
屋
江
お
ん
と
見
物
、
■
■ 

  
 
 

十
四
日 

夜
半
ゟ
雨 

一
五
ツ
時
分
立
、
内
宮
参
詣
、
二
見
拝
見
ノ
筈
候
得
と
も
雨
天
ニ
付
延

引
、
小
畑 

 
 

休
兵
衛
所
昼
休
、
夜
五
■
時
分
松
坂
米
屋 

 
 

所
着 

 
 
 

十
五
日 

一
同
刻
立
、
■
■
丸
や
定
右
衛
門
所
昼
■
■
■
■
■
■
、
七
ツ
半
過
神

戸
伊
賀
吉
兵
衛
所
着 

 
 
 

十
六
日 

九
ツ
時
分
ゟ
雨
ふ
り 

一
同
刻
立
、
■
吉
野
山
ツ
ヤ
ヤ
を
ま
ん
こ
も
ち
名
物
、
昼
休
い
せ
ぢ 

 
 

ヤ
、
名
張
小
野
ヤ
彦
兵
衛
所
着 

 
 
 

十
七
日 

一
同
刻
立
、
お
ふ
し
ヤ
新
七
処
小
休
、
三
本
松
小
休
、
山
廻
昼
休
、
灰

原
小
休
、
栗
ヤ
糸
三
郎
所
、
日
入
前
は
つ
セ
参
詣
、
夫
ゟ 

 
 

着 

 
 
 

十
八
日 

一
七
ツ
半
時
立
、
■そ

い

■ま
つ

桜
井
中
嶋
喜
左
衛
門
所
小
休
、
茶
屋
拵
、
多

武
峯
参
詣
、
三
輪
昼
休
、
武
田
屋
甚
七
所
、
三
輪
参
詣
、
宝
物
保
呂

江
ひ
ら
熊
沢
取
海
奉
調
之
由
、
暮
、
奈
良
サ
ぬ
キ
弥
兵
衛
所
着
、
新

や
へ
参
る
、
浜
老
十
八 

 
 
 

十
九
日 

一
日
出
立
、
な
ら
着
、
社
三
笠
山
江
上
ル
、
蛍
池
大
和
ヤ
十
兵
衛
所
着 

 
 
 

廿
日 

一
日
出
立
、
宇
治
蒔
ヤ
一
郎
右
衛
門
所
昼
休
、
北
郷
・
有
川
参
候
、
平

等
院
万
福
寺
見
物
、
大
仏
前
冨
士
海
道
小
川
直
兵
衛
所
小
休
、
日
入 

□
り 

〻 
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京
都
着
、
御
役
々
扱
六
人
位
賄
受 

 
 
 

廿
一
日 

一
五
ツ
時
分
ゟ
見
物
、
六
角
堂
・
二
条
御
城
・
小
野
天
満
宮
・
金
閣
寺

見
物
、
夫
ゟ
雪
ふ
り
ニ
而
冶
原
炭
ヤ
江
参
る
、
座
ノ
壮
有
、
同
烈
四

人
、
輪
チ
ガ
イ
屋
花
窓
十
八 

 
 
 

廿
二
日 

一
滞
京
四
時
分
ゟ
同
所
金
観
物
、
地
恩
院
其
外
所
々
見
物
、
田
山 

 
 

へ
帰
り
ニ
上
鳥
と
嶋
原
江
参
ル 

 
 
 

廿
三
日 

一
五
ツ
過
立
、
嵐
山
見
物
、
雪
月
花
ニ
而
昼
飯
、
横
田
・
北
郷
同
伴
、

残
ニ
而
者
外
之
処
見
物
不
調
、
日
入
前
、
伏
見
文
珠
所
着 

 
 
 

廿
四
日 

一
五
ツ
前
時
分
立
、
川
下
り
ニ
而
日
入
大
坂
着
、
夜
両
人
酒
会 

 
 
 

廿
五
日 

一
天
満
天
神
通
り
見
聞
参
後
、
住
吉
ヤ
江
参
、
両
人
道
引
、
げ
い
者
エ

ツ
十
九
歳
、
翌
日
四
ツ
過
帰
候
、
昼
■
時
分
ゟ
雨 

 
 
 

廿
六
日 

一
四
ツ
時
分
住
吉
屋
ゟ
帰
り
、
吹
田
京
見
物
、
覚
蔵
案
内
、
夜
幽
長
呼

也 

 
 
 

廿
七
日 

一
四
ツ
時
分
ゟ
天
王
寺
辺
見
物
、 

伊
左
衛
門
同
伴
、
夜
伴
多
呼
也 

 
 
 

廿
八
日 

一
四
ツ
後
ゟ
舟
ニ
而
住
吉
参
詣
、
永
井
同
伴
、
十
六
や
ノ
松
見
物
、
帰

り
掛
夜
五
ツ
後
住
吉
や
江
参
り
、
翌
朝
帰
り
、
三
ヶ
月
玉
江
橋
ゟ
見

ゆ 

 
 
 

正
月
廿
九
日 

一
九
ツ
時
分
、
大
坂
川
下
り
、
松
平
遠
江
守
禄
四
万
石
、
尼
ヶ
崎
よ
り

迄
ニ
而
、
煙
草
屋
宗
兵
衛
所
昼
休
、
娘
か
め
申
ノ
と
し
、
西
之
宮
小

畑
弥
兵
衛
所
着
、
暮
前
也
、
一
言
故
女
不
出 

 
 
 

正
月
晦
日 

一
日
出
時
分
立
、
生
田
森
楠
公
墓
昼
休
、
兵
庫
増
屋
長
左
衛
門
所
女
給

仕
、
大
蔵
谷
石
井
五
郎
兵
衛
所
着
、
娘
い
く
十
五
歳 

 
 
 

二
月
一
日 

一
挑
灯
引
立
、
手
植
の
松
、
〇
か
こ
の
松
、
鶴
の
巣
ご
も
り
の
松
、
〇

相
生
の
松
、
尾
上
様
都
応
し
の
■
片
雲
の
松
、
〇
高
砂
之
■
相
生
之

滞
京 
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京
都
着
、
御
役
々
扱
六
人
位
賄
受 

 
 
 

廿
一
日 

一
五
ツ
時
分
ゟ
見
物
、
六
角
堂
・
二
条
御
城
・
小
野
天
満
宮
・
金
閣
寺

見
物
、
夫
ゟ
雪
ふ
り
ニ
而
冶
原
炭
ヤ
江
参
る
、
座
ノ
壮
有
、
同
烈
四

人
、
輪
チ
ガ
イ
屋
花
窓
十
八 

 
 
 

廿
二
日 

一
滞
京
四
時
分
ゟ
同
所
金
観
物
、
地
恩
院
其
外
所
々
見
物
、
田
山 

 
 

へ
帰
り
ニ
上
鳥
と
嶋
原
江
参
ル 

 
 
 

廿
三
日 

一
五
ツ
過
立
、
嵐
山
見
物
、
雪
月
花
ニ
而
昼
飯
、
横
田
・
北
郷
同
伴
、

残
ニ
而
者
外
之
処
見
物
不
調
、
日
入
前
、
伏
見
文
珠
所
着 

 
 
 

廿
四
日 

一
五
ツ
前
時
分
立
、
川
下
り
ニ
而
日
入
大
坂
着
、
夜
両
人
酒
会 

 
 
 

廿
五
日 

一
天
満
天
神
通
り
見
聞
参
後
、
住
吉
ヤ
江
参
、
両
人
道
引
、
げ
い
者
エ

ツ
十
九
歳
、
翌
日
四
ツ
過
帰
候
、
昼
■
時
分
ゟ
雨 

 
 
 

廿
六
日 

一
四
ツ
時
分
住
吉
屋
ゟ
帰
り
、
吹
田
京
見
物
、
覚
蔵
案
内
、
夜
幽
長
呼

也 

 
 
 

廿
七
日 

一
四
ツ
時
分
ゟ
天
王
寺
辺
見
物
、 

伊
左
衛
門
同
伴
、
夜
伴
多
呼
也 

 
 
 

廿
八
日 

一
四
ツ
後
ゟ
舟
ニ
而
住
吉
参
詣
、
永
井
同
伴
、
十
六
や
ノ
松
見
物
、
帰

り
掛
夜
五
ツ
後
住
吉
や
江
参
り
、
翌
朝
帰
り
、
三
ヶ
月
玉
江
橋
ゟ
見

ゆ 

 
 
 

正
月
廿
九
日 

一
九
ツ
時
分
、
大
坂
川
下
り
、
松
平
遠
江
守
禄
四
万
石
、
尼
ヶ
崎
よ
り

迄
ニ
而
、
煙
草
屋
宗
兵
衛
所
昼
休
、
娘
か
め
申
ノ
と
し
、
西
之
宮
小

畑
弥
兵
衛
所
着
、
暮
前
也
、
一
言
故
女
不
出 

 
 
 

正
月
晦
日 

一
日
出
時
分
立
、
生
田
森
楠
公
墓
昼
休
、
兵
庫
増
屋
長
左
衛
門
所
女
給

仕
、
大
蔵
谷
石
井
五
郎
兵
衛
所
着
、
娘
い
く
十
五
歳 

 
 
 

二
月
一
日 

一
挑
灯
引
立
、
手
植
の
松
、
〇
か
こ
の
松
、
鶴
の
巣
ご
も
り
の
松
、
〇

相
生
の
松
、
尾
上
様
都
応
し
の
■
片
雲
の
松
、
〇
高
砂
之
■
相
生
之

滞
京 
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松
、
此
処
ノ
町
■
つ
り
屋
伊
七
郎
所
昼
休
、
石
之
宝
殿
参
詣
、
姫
路

脇
本
陣
井
上
笑
兵
衛
所
着
、
夜
五
ツ
時
分
、
娘
て
る
十
七
歳 

 
 
 

二
月
二
日 

一
日
出
前
立
、
正
條
昼
休
、
伊
セ
市
兵
衛
所
屏
風
之
□
□
く
、
馬
場

ム

マ

バ

藤

右
衛
門
所
小
休
、
ア
ヲ
イ
一
株
貰
受
、
大
鐘
時
分
室
薩
摩
や
治
五
郎

所
着
、
役
々
酒
肴
、
ゲ
イ
者
二
人 

 
 
 

二
月
三
日 

一
七
ツ
後
、
室
出
船
、
五
里
位
沖
大
タ
ブ
と
申
処
塩
作
り
、
夜
明
出
帆 

 
 
 

二
月
四
日 

一
夜
暁
大
タ
ブ
出
帆
、
八
時
分
タ
渡
津
着
、
直
ニ
麓
町
備
前
屋
剛
八
処

着
、
ゲ
イ
者
三
人
参
り
、
大
和
屋
小
か
よ
廿
歳
参
り 

二
月
五
日 

一
今
朝
金
毘
羅
参
詣
、
夫
ゟ
八
ツ
過
、
多
度
津
町
タ
ク
ミ
ヤ
雅
吉
早
瀬

川
江
参
、
酒
飯
給
る
、
暮
前
迄
風
様
見
合
ニ
而
立
、
娘
小
虎ト

ラ

十
九
歳
、

三
弦
引
タ
ク
ミ
ヤ
千
よ
松
廿
三
暫
咄
シ 

 
 
 

二
月
六
日 

一
暁
タ
度
津
出
帆
、
夜
四
ツ
時
分
宮
嶋
着
、
海
上
五
十
里 

 
 
 

七
日 

雨 

一
今
四
ツ
時
分
、
中
屋
江
参
り
、
ケ
イ
者
六
人
呼
内
、
き
み
江
十
六
、

一
宿 

 
 
 

八
日 

晴 

一
今
朝
、
明
神
参
詣
、
五
半
時
分
出
帆 

一
上
之
関
江
七
ツ
時
分
着
、
夜
上
陸
、
酒
呑
参
り
、
ゲ
イ
コ
一
人
参

候
、
ひ
な
ぢ 

 
 
 

九
日 

海
上
十
六
り 

一
今
明
ケ
前
、
同
所
出
帆
、
七
ツ
過
下
之
関
着
、
い
な
り
町
大
坂
や
江

参
、
加
茂
川
十
七
歳
、
翌
朝
雨
、
夜
半
ゟ
雨
、
滞
船 

十
日 

一
四
ツ
時
分
ゟ
う
な
き
や
江
参
候
、
後
又
大
坂
や
江
参
、
七
ツ
過
ゟ
舞

稽
古
見
■
、
此
処
ニ
一
宿
、
翌
朝
帰
り 

 
 
 

十
一
日 

曇
り 

一
八
ツ
時
分
下
関
出
船
、
七
ツ
時
分
大
裏
仮
や
着 

 
 
 

十
二
日 

一
挑
灯
引
立
、
黒
崎
薩
摩
ヤ
仁
右
衛
門
所
昼
休
、
酒
肴
出
ル
、
七
ツ
半

過
木
や
之
瀬 

 
 

所
着 

 
 
 

十
三
日 

泊
り
迄
百
五
十
丁 

船
上
リ
ニ
而 

〻
〻 

（
原
空
白
） 
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一
挑
灯
引
立
、
飯
塚
宮
崎
仁
右
衛
門
所
昼
休
、
山
家 

 
 

所
着 

一
挑
灯
引
立
、
才
府
天
神
参
詣
、
門
前
泉
や
江
立
■
寄
、
酒
飯
食
ム
、

ケ
イ
者
二
人
呼
出
ル
、
か
す
り
取
入
、
二
田
■
■
郎
わ
た
や
お
み
よ

所
小
立
、
ミ
そ
伝
法
、
松
崎
町
柳
川
や
仲
八
着 

 
 
 

十
五
日 

一
挑
灯
引
立
、
府
中
仮
屋
昼
休
、
瀬
高
仮
屋
着
、
娘
つ
り
十
三 

 
 
 

十
六
日 

一
同
刻
立
南
之
関
、
昼
休
山
鹿
早
川
、
む
す
め
通
嫁
也
、
廿
一
歳 

 
 
 

十
七
日 

一
〔 

 
 

〕
植
木
方
尾
方
藤
七
郎
所
昼
休
、
暮
前
川
尻
松
田
又
右
衛

門
所
着
、
う
な
ぎ
有
、
■
十
八
日
同
刻
立
、
小
川
昼
休
丸
や
治
平
所
、

七
ツ
半
過
八
代
一
文
字
や 

 
 

着
、
児
六
人
給
仕 

 
 
 

十
九
日 

雨
天 

一
同
刻
立
、
日
な
く
へ
松
村
伝
左
衛
門
所
昼
休
、
、
柳
貰
也
、
貝
化
石

貰 

景
行
天
皇
■
■
■
■ 

 

芦
北
の
野
坂
の
浦
ノ
空
淡
く 

 

い
も
せ
そ
な
へ
て
幾
せ
雨
ぬ
ら
ん 

 

赤
松
峠
立
テ
、
佐
敷
峠
立
テ
佐
敷 

 

本
陣
薩
摩
ヤ
善
吉
所
暮
着
、
春
光
一
半
遇
他
州
処
ニ
柳
花
炉
靏
浮
宿

細
雨
客
不
眠
家
花
事
柊
宵
和
両
到
心
頭 

 
 
 

廿
日 

一
同
刻
立
、 

 

貫
峠
野
立
、
水
俣
松
本
良
助
所
昼
休
、
笹
原
野
立
テ
、

手
前
川
肥
薩
境
木
有
、
米
津
迄
一
リ
三
合
、
日
入
前
出
水
仮
家
着
、

地
頭
代
肴
・
あ
わ
ひ
・
焼
酎
貰
、
役
人
ゟ
両
種
貰 

 
 
 

廿
一
日 

一
日
出
時
分
立
、
野
田
地
頭
仮
屋
、
昼
休
七
ツ
半
時
分
阿
久
根
町
川
南

七
郎
左
衛
門
所
着
、
女
給
仕
二
人
、
西
方
仮
屋
昼
休
七
ツ
時
分
向
田

町 

 
 
 

廿
二
日 

一
五
ツ
時
分
立
、
西
方
仮
屋
昼
休
、
七
ツ
時
分
向
田
町
仮
屋 

番
松
本

與
兵
衛 

油
屋
昼
休 

 
 
 

廿
三
日 

雨 

一
同
刻
立
、
油
屋
昼
休
、
七
ツ
時
分
苗
代
川
焼
物
所
見
物
、
い
十
院
着 

  

（
原
空
白
） 

つ
る 

（
破
損
） 

（
原
空
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一
挑
灯
引
立
、
飯
塚
宮
崎
仁
右
衛
門
所
昼
休
、
山
家 

 
 

所
着 

一
挑
灯
引
立
、
才
府
天
神
参
詣
、
門
前
泉
や
江
立
■
寄
、
酒
飯
食
ム
、

ケ
イ
者
二
人
呼
出
ル
、
か
す
り
取
入
、
二
田
■
■
郎
わ
た
や
お
み
よ

所
小
立
、
ミ
そ
伝
法
、
松
崎
町
柳
川
や
仲
八
着 

 
 
 

十
五
日 

一
挑
灯
引
立
、
府
中
仮
屋
昼
休
、
瀬
高
仮
屋
着
、
娘
つ
り
十
三 

 
 
 

十
六
日 

一
同
刻
立
南
之
関
、
昼
休
山
鹿
早
川
、
む
す
め
通
嫁
也
、
廿
一
歳 

 
 
 

十
七
日 

一
〔 

 
 

〕
植
木
方
尾
方
藤
七
郎
所
昼
休
、
暮
前
川
尻
松
田
又
右
衛

門
所
着
、
う
な
ぎ
有
、
■
十
八
日
同
刻
立
、
小
川
昼
休
丸
や
治
平
所
、

七
ツ
半
過
八
代
一
文
字
や 

 
 

着
、
児
六
人
給
仕 

 
 
 

十
九
日 

雨
天 

一
同
刻
立
、
日
な
く
へ
松
村
伝
左
衛
門
所
昼
休
、
、
柳
貰
也
、
貝
化
石

貰 

景
行
天
皇
■
■
■
■ 

 

芦
北
の
野
坂
の
浦
ノ
空
淡
く 

 

い
も
せ
そ
な
へ
て
幾
せ
雨
ぬ
ら
ん 

 

赤
松
峠
立
テ
、
佐
敷
峠
立
テ
佐
敷 

 

本
陣
薩
摩
ヤ
善
吉
所
暮
着
、
春
光
一
半
遇
他
州
処
ニ
柳
花
炉
靏
浮
宿

細
雨
客
不
眠
家
花
事
柊
宵
和
両
到
心
頭 

 
 
 

廿
日 

一
同
刻
立
、 

 

貫
峠
野
立
、
水
俣
松
本
良
助
所
昼
休
、
笹
原
野
立
テ
、

手
前
川
肥
薩
境
木
有
、
米
津
迄
一
リ
三
合
、
日
入
前
出
水
仮
家
着
、

地
頭
代
肴
・
あ
わ
ひ
・
焼
酎
貰
、
役
人
ゟ
両
種
貰 

 
 
 

廿
一
日 

一
日
出
時
分
立
、
野
田
地
頭
仮
屋
、
昼
休
七
ツ
半
時
分
阿
久
根
町
川
南

七
郎
左
衛
門
所
着
、
女
給
仕
二
人
、
西
方
仮
屋
昼
休
七
ツ
時
分
向
田

町 

 
 
 

廿
二
日 

一
五
ツ
時
分
立
、
西
方
仮
屋
昼
休
、
七
ツ
時
分
向
田
町
仮
屋 

番
松
本

與
兵
衛 

油
屋
昼
休 

 
 
 

廿
三
日 

雨 
一
同
刻
立
、
油
屋
昼
休
、
七
ツ
時
分
苗
代
川
焼
物
所
見
物
、
い
十
院
着 
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関
の
そ
ふ
か
に
信
が
あ
ら
ハ
、
立
て
た
柱
ニ
花
か
さ
す 

関
の
し
ハ
真
実
■
に
雨
の
ふ
ら
ん
に
、
か
さ
く
れ
た
、 

―

ハ
お
い
し
や
さ
ん
さ
増
■
内
の
、
さ
い
ふ
の
脈
を
取
而
、―

と

さ
ど
の
奉
行
さ
ん
ハ
、
穴
を
ほ
ら
こ
し
て
金
を
取
而
、 

大
裏
白
ク
ミ
下
の
関
硯
書
て
流
ハ
か
ん
り
ゆ
ふ
嶋 

髪
の
も
つ
れ
ハ
ま
く
ら
の
わ
た
よ
、
心
も
つ
れ
ハ
ぬ
し
の
わ
た 

お
ま
へ
の
百
ま
て
わ
し
や
九
十
九
ま
て
、
共
白
毛
の
は
へ
る
ま
て 

松
と
ゆ
ふ―

い
木
へ
ん
ニ
公
よ
き
ミ
を
、 

は
な
れ
て
木
か
の
こ
る 

 

○
よ
さ
こ
ひ
の
音
上
り
。
板
坂
ニ
而 

一
よ
く
の
あ
さ
、
ま
に
銭
五
百
の
な
が
の
ら
ん
ハ
の
せ
て
見
よ
も
し
、

と
や
の
つ
た
、
其
時
わ
た
し
か
お
と
う
に
ふ
へ
ふ
か
す 

 
 
 

い
よ
さ
の
さ
の

く
や
つ
と
こ
セ 

一
な
ひ

く
く
く
な
に
か
な
ひ
、
私
の
■
す
そ
に
毛
が
な
ひ
、

あ
に
も
毛
な
ひ
の
も
毛
づ
ん
べ
く
ぼ
と
よ
ひ
の
が
か
わ
ら
け
ぢ
や 

 

よ
さ
こ
ひ 

一
な
ら
の
か
す
が
の
猿
沢
池
に
、
影
を
う
つ
す
ハ
三
笠
山 

一
さ
る
沢
の
池
に
う
つ
り
し
三
笠
の
山
も
、
空
か
く
も
れ
ハ
か
げ
さ
ゝ

ん 

一
な
ら
の
都
の
十
三
か
ね
鹿
を
、
こ
ろ
し
て
い
し
こ
づ
ミ 

 
 
 
 

宮
ニ
而
よ
さ
こ
ひ 

一
茶
屋
の
娘
に
茶
を
立
て
さ
セ
て
、
茶
屋
ニ
の
ま
セ
て
茶
に
去
り
た
し 

 
 
 

○
い
よ
さ 

一
わ
か
い
娘
が
か
の
子
を
出
け
り
や
、
遠
ひ
と
こ
か
ら
目
に
か
た
る
咲

き
し
も
や
見
し
ニ
、
其
時
ハ
皆
さ
ん
よ
だ
れ
を
そ
れ
流
す 

一
高
ひ
山
か
ら
谷
そ
こ
見
れ
ハ
、
瓜
や
茄
の
花
さ
か
り
、
若
も
や
咲
た

其
時
ハ
、
皆
さ
ん
瓢
た
ん
持
て
夫
た
の
む 

一
坊
さ
ん
山
道
や
ふ
れ
た
衣
、
住
■
■
■
■
木
ニ
か
ゝ
る
着
も
や
や
れ

た
其
時
ハ
、
皆
さ
ん
法
く
わ
ん
そ
れ
頼
む 

 
 
 

金
沢
八
景
お
つ
へ
ふ
し 

一
金
沢
の
八
景
ハ
瀬
戸
ニ
う
つ
り
し
秋
の
月
、
小
泉
の
夜
の
雨
つ
川
暮

雪
や
御
て
ん
か
た
田
に
残
り
し
薩
摩
の
そ
て
、
野
し
ま
の
夕
げ
し
き
、

す
崎
せ
い
ら
ん
塩
け
む
り
、
し
や
う
明
寺
の
ざ
ん
照
に
ホ
ぼ

く
あ

り
、
青
葉
を
み
ち
や
つ
や
ふ
か
し
、
梅
に
桜
に
一
松
、
出
船
入
船
夕

日
に
か
ゝ
や
く
帰
帆
ま
ち 

よ 

け
ど
帰
れ
と 
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い
よ
さ 

一
世
間
男
ニ
添
時
、
寒
か
た
ひ
ら
ニ
土
用
ぬ
の
子
、
ま
け
て
帰
り
た
其

時
ハ
、
わ
た
し
を
び
ち
や

く
た
ゝ
か
ん
す
梅
か
ひ
の
手
水
鉢
、
わ

た
し
を
た
ゝ
ひ
て
お
か
ぬ
が
お
る
者
か 

 

古
言 

一
い
や
ち
や

く
ハ
女
の
く
セ
に
、
実
の
心
ハ
し
と
ご
ざ
ん 

一
娘
十
七
八
ち
や
し
ほ
や
の
け
む
り
立
も
青
ハ
か
と
し
ほ
ら
し
や 

一
娘
嶋
田
ニ
蝶
た
る
と
ま
り
、
と
ま
る
は
ず
ち
や
よ
花
ち
や
も
の 

一
西
も
よ
さ
こ
ひ
、
東
も
よ
さ
こ
ひ
、
中
も
よ
さ
こ
ひ
ミ
ゆ
き
と
ひ 

一
芭
豆
ノ
実
ノ
皮
ヲ
粉
ニ
し
て
の
ま
す
れ
ハ
、
屁
を
も
ら
し
物
之
由
、

実
ハ
水
を
下
し
、
皮
ハ
気
を
下
す
物
と
喜
悦
咄 

一
苅
芎
ノ
に
汁
を
ひ
や
し
花
瓶
の
中
ニ
入
、
松
の
枝
を
そ
し
置
ハ
、
来

春
迄
ハ
不
指
も
の
と
喜
悦
也 

一
白
木
槿
花
痢
病
下
シ
止 

 

右
花
落
な
る
を
捨
置
用
る
時
、
火
の
上
ニ
而
少
シ
イ
リ
、
ヤ
ゲ
ン
ニ

テ
、
ヤ
ゲ
ン
ニ
テ
ク
れ
も
板
ニ
、
粉
ト
ナ
シ
細
痢
病
■
■
の
潟
の
止

マ
ラ
ザ
ル
ニ
ハ
、
先
潟
薬
ヲ
用
、
穢
物
ヲ
取
置 

一 

痢
病
下
シ
止
メ 

秘
法 

一
白
木
槿
花 

 
 

但
、
落
花
な
る
を
取
、
火
の
上
ニ
■
置
、
用
時
ヤ
ゲ
ン
ニ
而
粉
ト

ナ
シ
一
留
位 

 

■
一
先
ツ
潟
薬
ヲ
用
ひ
、
穢
物
を
取
、
只
今
と
思
時
、
常
の
如
き
ミ

そ
の
に
汁
を
調
へ
、
茶
碗
一
ツ
花
右
之
掛
め
ニ
而
入
レ
、
朝
昼
晩
三

度
の
ま
す
べ
し
、
喜
悦
咄
、
四
月
十
五
日 

一

■ 
 

右
ハ
モ
カ
シ
ノ
木
の
油
也
ト
喜
悦
咄
シ
、
四
月
温
泉
中
咄
シ 

一
三
界
■
明
は
ん
ニ
す
を
さ
せ
ハ
雨
ニ
落
す
と
箭
七
郎
・
甚
右
衛
門
に

て
、
色
葛
黒
な
る
と
い
ふ
ニ
■
菖
ニ
正
月
八
日 

 
 

 

ひ
と
す
し
に
恋
し
と 

 
 

お
す
ふ
君
な
れ
と 

き
み
の
こ
ゝ
ろ
を 

 
 
 

き
か
ま
ほ
し
そ
よ 

 
 

龍
岡
君
ニ 

京
師
の
遣
け
る
歌 

 
 
 
 
 

十
二
月
十
四
日 

〻 

あ
げ 

バ
ル
サ
ン
油 

〻 も 
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い
よ
さ 

一
世
間
男
ニ
添
時
、
寒
か
た
ひ
ら
ニ
土
用
ぬ
の
子
、
ま
け
て
帰
り
た
其

時
ハ
、
わ
た
し
を
び
ち
や

く
た
ゝ
か
ん
す
梅
か
ひ
の
手
水
鉢
、
わ

た
し
を
た
ゝ
ひ
て
お
か
ぬ
が
お
る
者
か 

 

古
言 

一
い
や
ち
や

く
ハ
女
の
く
セ
に
、
実
の
心
ハ
し
と
ご
ざ
ん 

一
娘
十
七
八
ち
や
し
ほ
や
の
け
む
り
立
も
青
ハ
か
と
し
ほ
ら
し
や 

一
娘
嶋
田
ニ
蝶
た
る
と
ま
り
、
と
ま
る
は
ず
ち
や
よ
花
ち
や
も
の 

一
西
も
よ
さ
こ
ひ
、
東
も
よ
さ
こ
ひ
、
中
も
よ
さ
こ
ひ
ミ
ゆ
き
と
ひ 

一
芭
豆
ノ
実
ノ
皮
ヲ
粉
ニ
し
て
の
ま
す
れ
ハ
、
屁
を
も
ら
し
物
之
由
、

実
ハ
水
を
下
し
、
皮
ハ
気
を
下
す
物
と
喜
悦
咄 

一
苅
芎
ノ
に
汁
を
ひ
や
し
花
瓶
の
中
ニ
入
、
松
の
枝
を
そ
し
置
ハ
、
来

春
迄
ハ
不
指
も
の
と
喜
悦
也 

一
白
木
槿
花
痢
病
下
シ
止 

 

右
花
落
な
る
を
捨
置
用
る
時
、
火
の
上
ニ
而
少
シ
イ
リ
、
ヤ
ゲ
ン
ニ

テ
、
ヤ
ゲ
ン
ニ
テ
ク
れ
も
板
ニ
、
粉
ト
ナ
シ
細
痢
病
■
■
の
潟
の
止

マ
ラ
ザ
ル
ニ
ハ
、
先
潟
薬
ヲ
用
、
穢
物
ヲ
取
置 

一 

痢
病
下
シ
止
メ 

秘
法 

一
白
木
槿
花 

 
 

但
、
落
花
な
る
を
取
、
火
の
上
ニ
■
置
、
用
時
ヤ
ゲ
ン
ニ
而
粉
ト

ナ
シ
一
留
位 

 

■
一
先
ツ
潟
薬
ヲ
用
ひ
、
穢
物
を
取
、
只
今
と
思
時
、
常
の
如
き
ミ

そ
の
に
汁
を
調
へ
、
茶
碗
一
ツ
花
右
之
掛
め
ニ
而
入
レ
、
朝
昼
晩
三

度
の
ま
す
べ
し
、
喜
悦
咄
、
四
月
十
五
日 

一

■ 
 

右
ハ
モ
カ
シ
ノ
木
の
油
也
ト
喜
悦
咄
シ
、
四
月
温
泉
中
咄
シ 

一
三
界
■
明
は
ん
ニ
す
を
さ
せ
ハ
雨
ニ
落
す
と
箭
七
郎
・
甚
右
衛
門
に

て
、
色
葛
黒
な
る
と
い
ふ
ニ
■
菖
ニ
正
月
八
日 

 
 

 

ひ
と
す
し
に
恋
し
と 

 
 

お
す
ふ
君
な
れ
と 

き
み
の
こ
ゝ
ろ
を 

 
 
 

き
か
ま
ほ
し
そ
よ 

 
 

龍
岡
君
ニ 

京
師
の
遣
け
る
歌 

 
 
 
 
 

十
二
月
十
四
日 

〻 

あ
げ 

バ
ル
サ
ン
油 

〻 も 
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（
半
丁
空
白
） 

 

泰
蒙 

聖
君
命
荷
重
出
城
門
遥
志 

東
武
地
征
輿
水
上
臻
朋
友 

送
吾
別
勧
盃
離
情
醇 

小
間
在
此
処
告
安
旅
袖
分 

悠
々
大
官
路
人
馬
見
往
還 

今
僅
誰
人
衆 

 

（
半
丁
空
白
） 

  
 
 

新
詠 

一
関
の
そ
ふ
か
ハ
別
の
な
ミ
た
よ 

 
 

出
船
あ
と
て
ハ
後
ゆ
ひ 

一
お
こ
し
炭
船
の
こ
よ
川
登
り 

 
 

風
ニ
ま
か
せ
て
は
し
ら
せ
る 

 
 

 
〻 纔 
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【
史
料
解
説
】

【
史
料
解
説
】 

今
回
は
、
①
「
安
政
六 

紳
〈
安
政
六
年(

一
八
五
九)

〉
」
と

②
「
紳
〈
安
政
六
年(

一
八
五
九)

十
月
〉
」
の
二
冊
分
を
刊
行

す
る
。
ま
ず
①
か
ら
み
て
い
こ
う
。

本
史
料
に
つ
い
て
形
態
か
ら
み
る
と
、
縦
一
七
・
一
㎝
、 

横

一
三
・
一
㎝
の
帳
簿
形
式
と
な
っ
て
お
り
、
小
横
帳
（
横
半
帳
）

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
通
常
の
横
帳
と
比
較
す
る
と 

小
型

で
、
そ
の
た
め
文
字
も
小
さ
く
記
さ
れ
て
い
る
。
携
帯
可
能
な
大

き
さ
で
あ
り
、
携
帯
し
な
が
ら
、
随
時
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

表
紙
に
は
「
安
政
六 

紳
」
と
記
さ
れ
、
ま
た
鍵
と
思
わ
れ
る

ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。
安
政
六
年
に
記
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
途

中
、
「
万
延
」
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
が
、
三
月
十
九
日
付
け
で
記

さ
れ
て
い
る
。

表
紙
を
開
い
て
み
る
と
、
途
中
、
白
紙
の
部
分
が
数
十
丁
み
ら

れ
る
。
内
容
を
見
る
と
、
食
物
の
そ
れ
ぞ
れ
の
保
存
方
法
、
土
器

に
使
用
す
る
土
の
産
地
、
配
合
の
方
法
、
そ
の
釉
薬
等
に
つ
い
て

も
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
途
中
、
自
ら
が
詠
ん
だ
和
歌
を
収
め
、

添
削
も
行
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
占
に
関
す
る
覚
書
、
役
所
で
注

文
し
た
品
と
そ
の
支
払
い
状
況
、
「
役
所
蔵
石
箱
格
護
金
」
の
額

も
記
録
し
て
お
り
、
雑
記
帳
的
役
割
を
担
っ
た
帳
簿
で
あ
る
と
い

え
よ
う
。
い
わ
ば
、
こ
れ
は
日
記
で
は
な
く
、
記
し
た
人
物
が
自

ら
教
養
の
向
上
、
業
務
の
た
め
に
記
し
た
覚
書
と
い
え
よ
う
か
。

②
に
つ
い
て
み
て
い
こ
う
。
史
料
に
つ
い
て
ま
ず
形
態
か
ら
み

る
と
、
縦
一
七
・
六
㎝
、 

横
一
三
・
〇
㎝
の
帳
簿
形
式
と
な
っ
て
お

り
、
小
横
帳
（
横
半
帳
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
①
と
同
じ
く
、

通
常
の
横
帳
と
比
較
す
る
と
小
型
で
、
そ
の
た
め
文
字
も
小
さ
く

記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
携
帯
し
な
が
ら
、
随
時
記
し
て
い
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

表
紙
に
は
「
紳
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
を
見
る
と
、

初
め
に
江
戸
や
大
坂
に
注
文
し
た
品
々
が
記
さ
れ
、江
戸
へ
は
「
ど

じ
ょ
う
鍋
」
、
大
坂
へ
は
「
帯
地
」や
「
髪
さ
し
」
、「
ケ
ン
玉
」「
扇
子
」

な
ど
様
々
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
「
登
口
説
」
が
書
き
留
め
ら
れ
て

お
り
、
続
い
て
江
戸
城
登
城
に
係
る
往
復
の
道
中
日
記
と
な
っ
て

い
る
。
安
政
六
年
未
十
月
十
九
日
の
鹿
児
島
城
登
城
か
ら
始
ま
り
、

復
路
で
あ
る
翌
年
二
月
二
十
三
日
の
「
苗
代
川
焼
物
見
物
、
伊
集

院
着
」
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
あ
と
に
は
「
よ
さ
こ
ひ
」
、
そ
し
て
漢
詩
と
自
作
の
和
歌

が
書
き
留
め
ら
れ
て
、
本
史
料
の
記
述
が
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。

本
史
料
に
お
い
て
、
江
戸
城
登
城
の
た
め
の
往
復
道
中
日
記
は
、
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全
四
十
七
丁
の
内
三
十
丁
と
、
そ
の
六
割
以
上
を
費
や
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
本
史
料
は
「
道
中
日
記
」
と
し

て
位
置
付
け
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

本
史
料
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
江
戸
へ
向
か
う
道
中
が
詳
細
に

記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
日
数
や
街
道
の
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
録
に
よ
る
と
、
安
政
六
年
十

月
十
九
日
に
鹿
児
島
城
へ
登
城
し
て
お
り
、
江
戸
へ
向
け
て
鹿
児

島
を
出
発
し
た
の
は
、
翌
二
十
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
は
薩
摩
街

道
を
北
上
し
、
長
崎
街
道
へ
と
入
り
、
北
九
州
の
黒
崎
か
ら
は
船

で
下
関
、
そ
の
後
も
船
を
使
っ
て
姫
路
ま
で
登
り
、
こ
こ
か
ら
は
、

陸
路
、
西
国
街
道
か
ら
東
海
道
を
江
戸
へ
向
か
っ
て
い
る
。
途
中
、

宿
場
町
の
宿
に
休
憩
・
宿
泊
し
な
が
ら
、
江
戸
を
目
指
し
た
。
宿

に
宿
泊
す
る
際
は
、
必
ず
宿
亭
主
の
名
前
を
記
す
よ
う
に
し
て
い

る
。
失
念
し
た
所
は
、
空
白
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
記
入

は
必
須
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

江
戸
上
屋
敷
に
到
着
し
た
の
が
、
同
年
十
二
月
四
日
で
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
日
の
七
ツ
半
（
午
後
五
時
）
か
ら
着
祝
が
開
催

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
月
二
十
六
日
ま
で
江
戸
に
滞
在

し
、
そ
の
間
、
高
輪
屋
敷
の
見
学
や
江
戸
見
学
を
実
施
し
、
十
二

月
十
八
日
に
江
戸
城
へ
登
り
、
藩
主
か
ら
の
奉
書
を
将
軍
へ
渡
し

て
拝
領
物
を
受
け
て
い
る
。

こ
う
し
て
江
戸
で
の
用
事
を
済
ま
せ
た
後
、
十
二
月
二
十
七
日

に
帰
路
に
つ
き
、
ま
た
東
海
道
を
下
っ
て
い
る
が
、
復
路
は
多
く

の
観
光
を
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
興
味
深
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
二
冊
の
記
録
の
筆
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本

史
料
に
は
銘
記
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
表
題
の
「
紳
」
か

ら
考
え
る
と
、
自
ら
の
記
録
の
名
称
を
「
紳
」
と
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
領
主
以
外
で
は
家
老
級
の
役
人
で
あ
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
二
冊
の
記
録
と
も
筆
跡
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
一
人

物
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
手
掛
か
り
と
な
る
の
が
、
安
政

六
年
十
月
か
ら
の
、
江
戸
へ
上
っ
た
記
録
で
あ
る
。
「
都
城
島
津

家
歴
代
史
」
に
よ
れ
ば
、
安
政
六
年
四
月
に
、
藩
主
島
津
茂
久(

後

の
忠
義)

が
将
軍
徳
川
家
茂
か
ら
「
肴
及
び
封
書
」
を
拝
領
し
て

い
る
が
、
そ
の
拝
謝
使
と
し
て
、
都
城
島
津
家
の
島
津
久
静
が
江

戸
へ
上
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
。
こ
の
と
き
に
「
家
老
北
郷
資

常
以
下
を
従
え
て
江
戸
へ
赴
き
、
同
十
九
日
城
に
登
り
将
軍
家
茂

に
謁
す
」（
本
史
料
の
記
録
で
は
十
八
日
で
あ
る
）
と
あ
る
。
ま
た
、

道
中
の
記
述
方
法
が
、
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
、
江
戸
昌
平

黌
に
留
学
し
て
い
た
北
郷
資
太
郎
資
清
が
記
し
た
「
東
紀
行
」
に

類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
彼
か
ら
影
響
を
受
け
た
人
物
と
も
考
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え
ら
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
久
静
の
江
戸
行
き
に
随
行
し
た
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
当
時
の
家
老
北
郷
資
常
、
ま
た
は
資
清
の
孫

で
、
同
じ
く
家
老
で
あ
っ
た
北
郷
資
韶
と
考
え
ら
れ
る
。

「
北
郷
家
庶
流
系
図　

坤
」
に
よ
れ
ば
、
前
者
の
資
常
は
、
家

老
で
あ
っ
た
北
郷
資
昭
の
嫡
男
と
し
て
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）

十
二
月
に
生
ま
れ
、
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
十
二
月
に
家
督
を

相
続
、
同
七
年
九
月
に
家
老
に
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
後
者
の
資

韶
は
、
北
郷
資
清
の
子
で
あ
る
資
要
の
嫡
男
で
あ
る
。
彼
は
、
文

政
三
年
三
月
に
生
ま
れ
、
嘉
永
六
年
七
月
に
家
督
を
相
続
し
、
同

七
年
十
二
月
に
家
老
に
就
任
し
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
嘉

永
五
年
に
「
島
津
久
静
附
近
習
役
勤
」
を
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
久
韶
も
江
戸
城

へ
の
拝
謝
使
に
は
同
行
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
、
ま
た
、
安

政
五
年
の
「
義
烈
塔
」
建
設
に
も
家
老
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
史
料
の
記
述
方
法
が
資
清
の
も
の

と
類
似
し
て
い
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
最
も
影
響
の
受
け
や
す

い
久
韶
の
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
今
回
紹
介
す
る
本
史
料
は
、
幕
末
期
に
お
け
る
幕
府
や

藩
及
び
都
城
島
津
家
の
動
向
、
都
城
島
津
家
の
家
老
の
役
割
と
そ

の
能
力
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
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「
都
城
島
津
家
役
所
日
記　

十
四
」



あ




